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性 に 関す る イス ラー ム 視 点 


本 書 で 用 いら れ て いる 専門 用 語 


・ [ 反 ] サ ッ ラ ッ ラ ー フ ・ ア ライ ヒ ・ ワ サッ ラム : 一 般 に 、 預 言 者 
EN 及 さ れる 時 に 用 いら れる 、 彼 に 対す る 祈願 の 
言葉 で す 。 時 に 「 彼 に 平安 あれ 」 と 訳 さ れ ま す が 、 こ れ は 正確 な 
も の で は あり ませ ん 。 よ り 忠 実に 訳す と すれ ば 、「 ア ッ ラ ー が 彼 
の 蒼 れ を 称揚 され 、 彼 と 彼 の 系 譜 を あら ゆる 中 傷 や 汚名 か ら お 守 
DK SL、 た MY の 有 の ck の 。 













































































・ [wl』 ラ ディ ヤッ ラー フ ・ ア ン フ : 「 ア ッ ラ ー が 彼 を お 悦び に な 
られ ます よう 。」 一 般 に 、 預 言 者 ムハンマド の 教 友 へ の 祈願 の 言 
葉 と し て 用 いら れ ま す 。 
































・ [gm] ア ライ ヒッ サラ ー ム : 「 彼 に 平安 あれ 。」 一 般 に 、 聞 言 者 
や 使徒 な ど に 対す る 祈願 の 言葉 と し て 用 いら れ ま す 。 








II 仙 スグ パー ナ ワ ッッ ツ クア ーー. の な る 不 完 信任 普 
も 無縁 で 崇高 で あり 、 至 高 で や られ る お 方 。」 ア ッ ラ ー を 讃え る 
言葉 の 一 つ で す 。 
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性 に 関す る イス ラー ム 視 点 


は じ め に 


全て の 賞 礁 は 全 世 界 の 主 で ある アッ ラー に こそ あれ 。 そ し て ア 
ッ ラ ー が その 使徒 の 誉れ を 称揚 され 、 御 0 の き 二 の な だ と 
あら ゆる 中 傷 や 汚名 か ら お 守り 下さ いま す よ う 。 


イス ラー ム は 、 人 に は 性 的 欲望 を 解消 する 必要 が ある こと を 設 
識 し て いま す 。 そ し て それ が イス ラー ム の 手法 に お いて 発散 され 
る 限り 、 そ の 行動 を 賞賛 すべ きも の と 見 区 し て いま す 。 性 的 欲望 
の 解消 は 上 若 むべ きこ と で も な けれ ば 、 お ろ そ か に すべ きこ と で も 
あり ませ ん 。 ア デア ッ ラー は クル アデ アーン の 中 で こう 仰っ て いま す : 


- 女性 や 子息 、 量 り 切 れ な い ほ どの 財宝 、 血 統 の 優れ た 飼育 馬 、 
家畜 、 農 作 地 な ど と いっ た 諸々 の 私 欲 へ の 愛情 は 、 人 間 の 目 に 
輝 か し く 映る 。 し か し それ ら は 現世 の 生活 に お ける ( 優 い ) 亭 
楽に 過ぎ な い 。 そ し て アッ ラー の 御 許 に こそ は 、 よ き 還 り 所 
(天国 ) が ある の で ある 。, (クル アー ン 3 : 14) 

























































































また 預言 者 ムハンマド ( 租 ) は こ う 言 っ て いま す : 


「 女 性 と 香水 は 私 に 愛し いも の で ある 。 そ し て ダダ テー (礼拝) 
は 私 の 喜び で ある 。」 (アン テ ナ サ ー イ ー の 伝承 ) 


生ま ワー 
よう な 欲望 を 完全 に 抑制 する こ 2 ます イス ラー ム は 
然 な ニー ズ を 、 イ スラ ー ム ふ 法 に 沿っ た 適切 な 方 法 で 満た し て く 
れ ま す 。 凍 生 ツン お の の アッ アア ダイ ジン ( 夫 ) は こう 
言っ て いま す : 






























































アッ ラー の 使徒 ( 朋 ) は 、 人 を 天国 に 入れ る 最大 の 原因 は 何かと 問 
われ 、 こ う 答 えま し た : 「 ア ッ ラ ー へ の 景 怖 の 念 と 、 よ き 作 法 
で ある 。」 ま た 彼 は 、 人 を 地獄 へ と 招く 最大 の 原因 に つい て 誰 
ね られ 、 こ 2 う 答え まし た : 「 そ れ は 舌 と 、 陰 部 で ある 。」 ( ア 
ッ テ テ ィ ル ミズ ィ ー の 伝承 ) 























性 に 関す る イス ラー ム 視 点 


本 書 で は 、 イ スラ ー ム に お ける 性 的 欲望 の 解消 法 と 、 イ スラ ー 
ム が いか に この 単純 な 欲望 を 崇拝 行為 の レベ ル - ムスリム (イス 























ラー ふ ム 教徒) は それ に よっ て 、 来 世 的 な 報奨 すら 獲得 する の で す 














- に まで 昇華 さき せる の か 、 と いう こと に つい て 議論 し て いき た い 









































と 思い ます 。 教 友 ア ブー・ ザ ッ ル (WWy は この よう に 伝え て いま す : 


























「 あ る 時 、 預 言 者 ( 葛 ) の 教 友 の 誰か が 、 彼 に こう 言い まし た : “ ア 





























ッ ラ ー の 使徒 よ 、 裕 福 な 教 友 は 多大 な 報奨 を 獲得 し ます 。 彼 ら は 
私 た ち が 礼 拝 す る よう に 礼拝 し 、 私 た ち が 断 食す る よう に 断食 し 


ご づ 




















ます が 、 そ の 上 彼ら の 財産 か ら 施 し も する の で すか ら ! ” それ で 











アッ ラー の 使徒 ( 得 ) は 、 こ う 言 いま し た : 


“アッ ラー は 、 あ な た 方 に も 出来 る 施し を 与え られ た で は な い 
か ? タス どー は 一 つの 施 し で あり 、 タ タグ どー ジ * も 一 つの 施 
し で ある 。 ま た タフ ミー ダ も 一 つの 施し で あり 、 タ フグ ー ジ * 
も ゃ 一 つの 施 し な の だ 。 ま た 善 を 勧め る こと も 一 つの 施 し で あり 、 
悪 を 禁じ る こと も 一 つの 施し で ある 。 そ し て あな た 方 が (性 交 
渉 を 求め て ) 妻 に 近づく こと も また 、 一 つの 施 し な の だ 。” そ 
こ で 教 友 た ち () は 言い まし た : “アッ ラー の 使徒 よ 、 妻 を 求 
め て 近づく こと で 、 報 償 を 得る こと が 出来 る の で すか ?” アッ 
ラー の 使徒 ( 壮 ) は 言い まし た : “本 人 に と っ て 合法 で は な い 女 性 
と の 交渉 は 、 罪 で は な いか ? そ れ と 同様 に 、 (本 人 に と っ て 合 
法 で ある ) 妻 と 交渉 すれ ば 報償 が 得 ら れる の で ある 。” 」 ( ム 
スリ ム の 伝承 ) 























結婚 は イス ラー ム で 推奨 され て いま す 。 そ し て 結婚 こそ は 、 人 

















間 が 性 的 欲望 を 解消 すか る こと の 出来 る 唯一 の 方 法 な の で す 。 ア ッ 
ラー の 使徒 ( 皆 は こう 言っ て いま す : 


1 
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う 意 味 で す 。 
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れる 、 と いう 意味 で す 。 
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9 
値する いか な る 神 性 も 存在 し な い 、 と いう 意味 で す 。 























「 ス プ ハ ー ナ ッ ラ ー」 と いう 言葉 。 ア ッ ラ ー は いか な る 不 完全 性 か ら も 遠く 





無 で ある 、 と いう 2 意味 で す 。 


「 ア ッ ラ ー フ ・ ア ク バ ル 」 と いう 言葉 。 ア ッ ラ ー が 最も 偉大 で ある 、 と い 








「 ア ル ハ ム ド ッ ゥ リッ ラー」 と いう 言葉 。 全 て の 讃 美 は アッ ラー に こそ 帰せ ら 





ッ ラ ー の 他 に は 、 崇拝 に 





「 ラ ー・ イ ラー ハ ・ イ ッ ラ ッ ラ ー」 と いう 言葉 。 
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性 に 関す る イス ラー ム 視 点 


「 私 は 結婚 も する 。 私 の 慣行 か ら 背 く 者 は 、 私 の 仲間 で は な い 
の だ 。」 (イル ワー ウ ・ ア ル テ ガ リー ル に 収録 され た 伝承 ) 








イス ラー ム は 結婚 を 、 人 生 に お ける 生得 的 ニー ズ と みな し ます 。 

愛情 や 慈悲 の 念 、 他 者 優先 の 精神 や 貞 節 さ 、 尊 厳 や 高中 さと いっ 
た 要素 や 、 人 類 と いう 種 の 保存 は 、 生 殖 と いう 手段 に よっ て 保障 
され る の で す 。 ゆえに 結婚 し な いこ と は 、 こ れ ら の 利益 や 特性 の 
裏 失 と 、 人 の 生得 的 な 性 質 の 抑圧 を 意味 する こと に な り ま す 。 


また イス ラー ム は 夫婦 間 に 平 穏 と 安寧 、 そ し て 愛情 に 溢れ た 生 


本 の 休 き 上 ける と や あー つの 用 いと し で いま すす 。、 デ タラ ター は 用 ル 
アー ン の 中 で こう 仰っ て いま す : 


































































































- そし て (アッ ラー が ) あな た 方 の た め に 、 あ な た 方 が そこ に 
留まっ て 安らぎ を 得る た め の 配 偶 者 を あな た 方 自身 か ら 創 ら れ 
た こと は 、 か れ の み し る し の 一 つ で ある 。 そ し て か れ は あな た 
方 の 間 に 、 愛 情 と 慈悲 の 念 を 授け られ た 。 実 に そこ に は 熟考 す 
る 民 へ の み し る し の 数 々 が ある の だ 。, (クル アー ン 30 : 
21) 








そし て 男女 は 結婚 を 通し て 、 お 互い が 非 合 法 な 物事 に 足 を 踏み 

入れ る こと を 防止 し ます 。 こ れこ そ は イス ラー ム が 結婚 の 目的 の 
が AE の も の で の 。 ゲタ ター は クル アゲ アーン の の 中 で こう 作ら 
KN 


- 彼女 ら は あな た 方 の 衣 で あり 、 あ な た 方 も 彼女 ら の 衣 で ある 
(つま り 、 あ な た 方 は 共に 暮らす 楽し み を 得る ) 。, (クル ア 
ー ツ 2 187) 
この 点 に 関し 、 あ る 種 の 人 々 は イス ラー ム に 反対 し 、 イ スラ ー 
ム 法 に 東 縛 さ れ な い 性 的 関係 を 支持 し ます 。 し か し イス ラー ム は 、 
性 的 欲望 を 気 の 赴く まま に 解消 し よう と する 、 獣 の よう な 振る 舞 
い を する ムスリム に 対し 、 警 告 を 放っ てい ます 。 人 が 自ら に と っ 
て 許さ れ な い 関 係 に ある 相手 と 性 的 恋 渉 を 持つ こと は 、 い か に 大 
き な 罪 で し よ ょ うか! 





































































































アッ ラー の 使徒 (人 ) は こ う 言 いま し た : 


性 に 関す る イス ラー ム 視 点 


「 シ ルク (アッ ラー に 並べ て 何 か 別 の も の を 拝 す る こと ) を 別 
に すれ ば 、 姦 肖 ほ ど 大 き な 罪 は な い 。」 (アフ マ ド の 伝承 ) 


イス ラー ム は その 信奉 者 を 貞 節 か つ 純 粋 、 そ し て 尊厳 に 満ち た 
存在 へ と 成長 させ ます 。 そ し て ムスリム の マナ ー や エチ ケッ ト を 
洗練 させ 、 完 全 な も の と する こと を 意図 し て いる の で す 。 教 友 ア 
ブー・ ウ マー マ ( 基 ) は 次 の よう な 伝承 を 伝え て いま す : 


「 あ る 若い 男 が アッ ラー の 使徒 ( 緩 ) の も と を 訪れ て 、 こ う 言 いま 
し た : “アッ ラー の 使徒 よ 、 私 が 委 淫 する の を お 許し 下さ 
い !” する と 人 々 が 彼 の 周り を 取り 囲み 、 彼 を 非難 し まし た 。 
アッ ラー の 使徒 ( 遂 )/ は 言い まし た : “ 彼 を 連れ て 来 な さい 。” 
それ で 彼 は アッ ラー の 使徒 ( 遂 ) の も と に 来る と 、 座 り ま し た 。 ア 
ッ ラ ー の 使徒 ( 細 ) は 彼 に 言い まし た : “あな た は その よう な こ 
と を 自分 の 母親 に 望 な の か ?” 彼 は 言い まし た : “いい え 、 ア 
ッ ラ ー に か け て ! 私 が あな た の た め に 捧げ られ ます よう !” す 
る と アッ ラー の 使徒 ( 仁 ) は 言い まし た : “同様 に 、 他 の 人 々 も 自 
分 の 母親 が その よう な こと を する の を 、 忌 み 嫌 っ て いる の 
だ 。” そし て 今度 は 、 男 に こう 尋ね まし た : “それ で は あな た 
の 娘 が その よう な こと を する の は どう か ?” 男 は 言い まし た : 
プー い (EAN で 、 と ん で も な いこ と で です! 徐 が あな た の た だ 
め に 捧げ られ ます よう ! ” アッ ラー の 使徒 ( 遂 ) は 言い まし た : 
“同様 に 、 他 の 人 々 も 自分 の 娘 が その よう な こと を する の を 、 
忌み 嫌っ て いる の だ 。” そし て 今度 は 、 男 に こう 尋ね まし た : 
“それ で は あな た の 姉妹 が その よう な こと を する の は どう 
か ?” 男 は 言い まし た : “アッ ラー に か け て 、 と ん で も な いこ 
と で す ! 私 が あな た の た め に 捧げ られ ます よう ! ” アッ ラー の 
使徒 ( 有 は 言い まし た : “同様 に 、 他 の 人 々 も 自分 の 姉妹 が そ 
の よう な こと を する の を 、 忌 み 嫌 っ て いる の だ 。” そし て 今度 
は 、 男 に こう 尋ね まし た : “それ で は あな た の 叔母 さん が その 
よう な こと を する の は どう か ?" 男 は 言い まし た : “アッ ラー 
に か け て 、 と ん で も な いこ と で す ! 私 が あな た の た め に 捧げ ら 
れ ま す よ う ! ” する と アッ ラー の 使徒 ( 朋 ) は 言い まし た : "同様 
に 、 他 の 人 々 も 自分 の 叔母 さん が その よう な こと を する の を 、 
忌み 嫌っ て いる の だ 。"” する と アッ ラー の 使徒 ( 遂 ) は 、 男 の 胸 に 
手 を 置い て こう 言い まし た : “アッ ラー よ 、 彼 を お 赦し 下さ い 。 









































































































































































































































性 に 関す る イス ラー ム 視 点 


彼 の 心 を お 清め 下さ い 。 そ し て 彼 を 委 淫 か ら お 守り 下さ い 。”" 
それ か ら と いう も の 、 そ の 男 は 何より も 姦 洋 を 毛嫌い する こと 
区 光り まし た 。 」 (アデ ジマ ド の 令 承 ) 
また イス ラー ム は 修道 院生 活 な ど 、 現 世 的 な 合法 的 楽し み を 断 
つよ うな 禁欲 主義 を 勧め て は いま せん 。 教 友 ア ナス ・ ブ ン ・ マ ー 
リク は 、 以 下 の よ うな 話 を 伝え て いま す : 






































「 三 人 の 男 が アッ ラー の 使徒 ( 公 ) の 妻たち の も と に や っ て 来 て 、 
彼 の 崇拝 行為 の 様子 に つい て 誠 ね まし た 。 彼ら は それ に つい て 
聞く と 、 自 分 た ちの 澤 拝 行為 の 至ら な さ を 痛 感 し て こう 言い ま 
し た : “預言 者 は 過去 と 未来 の 罪 を 赦 さ れ た お 方 だ と いう の に 、 
(それ に も 関わ ら ず 上 祭 拝 行為 に 非常 に 責 身 的 で あっ た ) 彼 と 比 
べた ら 、 私 た ち は 一 体 何 を し て いる と いう の か ?「 それ で 彼ら 
の 内 の ある 者 は こ う 言 いま し た : “私 は 一 晩 中 礼 振 する ぞ 。“ 
また ある 者 は こ う 言 いま し た : “私 は 毎日 断食 し よう 。” そし 
て 別 の 者 は こう 言い まし た : “私 は 女性 を 遠ざけ 、 一 生 結 婚 し 
まい 。” する と この こと を 聞き つけ た 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か 
ら の 祝福 と 平安 あれ ) が や っ て 来 て 、 こ う 言 いま し た : “あな 
た た ち が そ の よう な こと を 言う の は 、 一 体 ど うし た こと か ? ア 
ッ ラ ー に 碑 っ て 。 私 は あな た 方 より も アッ ラー を 明 れ て いる が 、 
断食 すれ ば (それ を 解い て ) 食べ も する 。 ま た 礼拝 (の た め ! 
夜 を 明か すこ と ) も すれ ば 、 (そう せ ず に ) 眠り も する し 、 結 
婚 も する 。 私 の 慣行 か ら 背 く 者 は 、 私 の 仲間 で は な い の 
だ 。” 」 (アル テ ブ ハー リー の 伝承 ) 


その 一 方 で イス ラー ム は 、 性 的 欲望 を 獣 の よう に 放 縦 な 形 で 満 
た すこ と を 許し て いる わけ で は あり ませ ん 。 現代 イス ラー ム 思 想 
家 の ム ゐ ムハンマド ・ ク トッ プ は こう 語っ て いま す : 


「 イ スラ ー ム に お いて 性 の テー マ ! は 禁忌 事項 で は な い 。 イス 
ラー ム は (性 的 欲望 を 含む ) 人 間 の 生得 的 欲望 を 満足 させ る 
こと の 出来 る 、 あ る 種 の 規律 を 定め て いる の で あり 、 そ れ 自 
体 を 禁止 し て いる わけ で は な い の だ 。 イ スラ ー ム が 定め て い 
る この 規律 は 、 ち ょ うど 川 の 上 に 架け られ た 橋 の よう な も の 
で ある 。 つ まり 、 そ れ は 有川 の 流れ を 阻む こと な く 、 上 流 と 下 
流 の 行き 来 を 組織 立っ た も の に する 。 そ し て これ に よっ て 、 
橋 が 架け られ る 前 に は 不可 能 だ っ た 別 の 目的 が 達成 され る こ 


















































































































































性 に 関す る イス ラー ム 視 点 


と に も な る 。 こ れこ そ は 人 間 の 性 的 衝動 に 関し 、 イス ラー ム 
が 狙い と し て いる も の な の だ 。 性 的 欲望 は アッ ラー が そこ に 
境界 と 制限 を 敷 か れん た こと で ある ゆえ 、 イ スラ ー ム は それ を 
妨げ た り 、 抑 圧し た りす る こと な く 、 組 織 立ち 規則 立っ た も 
の に する た め の あ る 種 の 規律 を 定め た の で ある 。 それは 人 が 
その エネ ルギー を 発散 し 、 そ れ が 個人 と 社会 の いずれ に と っ 
て も 好ま し い 結 果 と な る よう な 、 ア ッ ラ ー の 定め られ た 安全 
上 の 境界 線 な の だ 。 無知 な 社会 の 基準 に お いて は 、 全 て の 人 
間 の 生得 的 欲望 の 規律 と 組織 化 の 重要 性 が 認識 され て いる 。 
但し 、 性 欲 は その 限り で は な い の だ ! 実に それ だ けが 、 彼 ら 
が その 規律 か ら 解 き 放 た れ て いる 人 間 の 唯一 自然 な 欲望 な の 
だ ! その よう な 社会 に お いて は 、 人 が 好き な 物 を 好き な 場所 
か ら 勝 手 に 入手 し て 自ら の 所 有 物 と する こと は 認め ず 、 そ れ 
を 盗み と し て 法 的 刑 六 の 対象 と し て いる の に ! また 同様 に 、 
住居 や 衣服 な ど に 関す る 規律 も 存在 し 、 そ れ ら は 人 の 欲望 の 
赴く まま に は され て は いな いと いう の に 『!5」 








Abdul Rahmaan b. Abdul-Kareem ash-Sheha 
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性 に 関す る イス ラー ム 視 点 


性 に 関す る イス ラー ム 的 視点 


イス ラー ム は 、 人 間 が その 性 的 欲望 を イス ラー ム 法 に 沿っ た 形 
で (つま り 結 婚 を 通し て ) 満足 させ る べき で あり 、 2DORO の 
段 を も っ て それ を 満足 させ て は な ら な い 、 と いう 見 地 に 立っ て い 
ます 。 ア ッ ラ ー は その 法 を 遵守 する 者 に 関し て 、 こ の よう に 仰っ 
て いま す : 


- 実に 信仰 者 こ 1 時 の 

に お いて 長 怖 の 念 と 共に ある 者 。 そ し て 無 意 味 な 物事 か ら 身 を 
背 、 が アー AN 
自分 の 配偶 者 と その 右手 が 所 有する も の ( 改 隷 女性 《 の こと ) は 
別 で あり 、 (その 者 た ちと 交わ る こと に ) お 答 め は な い 。, 

(クル アー ン 23 : 1 一 6) 

至高 な る アッ ラー は 、 ム スリ ム が 結婚 する こと を 奨励 し て いま 
す 。 そ し て 結婚 は 、 全 て の 預言 者 と 使徒 (アッ ラー が 彼ら を いか 
な る 不 名 誉 か ら も お 守り 下さ いま す よ う ) の 慣習 で も あっ た の で 
まま 。 ゲッ プ デ ( 半 は ほ とろ 作ろ で いま すう 


- そし て われ ら (アッ ラー の こと ) は あな た 以前 に も 使徒 を 遺 
わし 、 そ し て 彼ら に 配偶 者 と 子孫 を 授け た の だ 。, (クル アー 
22 13.: 38) 



















































































アッ ラー の 使徒 ( 胸 も また ムスリム が 結婚 し 、 子 孫 を 残す こと を 
奨励 し まし た 。 教 友 マ アァ キル ・ ブ ン ・ ヤ サー ル ( ぁ ) は こう 伝え て い 
ます : 


「 あ る 男 が アッ ラー の 使徒 ( 遂 ) の も と に や っ て 来 て 、 こ う 言 い 
まし た : “アッ ラー の 使徒 よ 、 私 は 高貴 な 血筋 で 、 地 位 も 高く 、 
裕福 で は あり ます が 、 子 供 の 出来 な い 女性 と 結婚 し よう と 思う 
の で す 。 私 は 彼女 と 結婚 すべ き で し ょ うら か?” する と アッ ラー 
の 使徒 ( 遂 )/ は こ う 言 いま し た : 








































































































? 奴隷 は イス ラー ム 以 前 か ら 存 在 し て お り 、 イ スラ ー ム 到来 後 も 急 層 撤廃 
され る こと な く 存 続 し 続け まし た 。 し か し 折 に 触れ て 奴隷 の 解放 が 義務 付け 
られ 、 あ る い は 推奨 され て いる の を 鑑 み れ ば 、 奴 隷 に 対す る イス ラー ム の ス 
タン ス は 明らか で す 。 














性 に 関す る イス ラー ム 視 点 


“愛らしく 、 子 供 を 沢山 宿す 女性 と 結婚 し な さい 。 私 は (審判 
の 日 、) 全て の 共同 体 を 前 に 、 わ が 共同 体 を (その 数 の 多 さ 
で ) 誇る の で ある か ら 。” 」 (アブ ー・ ダ ー ウ ー ド の 伝承 ) 
また イス ラー ム は 、 早 期 の 結婚 を 所 望 す る ムスリム を 援助 する 
こと を 命じ て いま す 。 教 友 ア ブー・ フ ライ ラ ( ぁ ) り は 、 ア ッ ラ ー の 使 
徒 ( 舞 ) が 次 の よう に 述べ た と 伝え て いま す : 


「 も し ( 交 度 さと 作法 を 備え た ) 男性 が (結婚 を 求め て ) や っ 
て 来 た ら 、 結 婚 さ せ て や る が よい 。 も し そう し な けれ ば 、 試 練 
と 悪 が 墓 延 す る で あろ う 。」 (アル テハ ー キ ム の 伝承 ) 


また イス ラー ム は 、 後 見 人 が 結婚 に 関す る 諸事 を 燃 琉 に し な い 
よう に 勧め て いま す 。 ア ッ ラ テー の 使徒 ( 肥 ) は こ う 言 いま し た : 
「 祝 福 多 き 女 性 の 印 は 、 結 婚 の 契約 と その 際 の マス と (贈与 


財 ) が 軽い こと 、 そ し て お 産 が 楽 で も わる こと で ある 。」 (アル 
テハ ー キ ム の 伝承 ) 











































































































また イス ラー ム は 、 ム スリ ム が 貧困 を 恐れ る こと な く 結 婚 する 
こじ で いま すん 。 アタ ジー( 二 は と う 州 いま し た 


- そし て あな た 方 の 内 の 独身 者 と 、 あ な た 方 の 奴隷 男女 の 内 で 、 
廉 潔 か つ 適 切な 者 を 結婚 させ よ 。 例 え 彼 ら が 貧 し か っ た と し て 
も 、 ア ッ ラ ー が その 恩恵 で も っ て 彼ら を 豊か に し て 下さ る で あ 
ろう 。 ア ッ ラ ー は その 恩恵 が 無尽 で あり 、 全 て ご 存 知 の お 方 で 
ある 。, (クル アー ン 24 : 32) 



































また 預言 者 ( 即 ) は こう 言 っ て いま す : 


「 ア ッ ラ ー は この 3 人 の 者 を 、 き っ と お 助け 下さ る で あろ う : 
アッ ラー の 道 に お いて 奮闘 する 者 、 自 ら を 守り 、 貞 人 節 を 保つ た 
め に 結婚 する 者 、 そ し て 奴隷 を 買っ て 解放 し て や る 者 。」 ( ア 
ノレ テハ ーー キム の 伝承 ) 








また 一 方 で イス ラー ム は 、 経 済 的 理由 か ら 結 婚 出 来 な い 者 に は 
貞 節 を 保つ よう 命じ し て いま す 。 
































アジ ンー( 吉 は こう No で U* 注 すす) 
10 


性 に 関す る イス ラー ム 視 点 


- 結婚 (する だ け の 余 財 ) の な い 者 に は 、 ア デッラ ー が その 恩恵 
で も っ て 彼ら を 豊か に し て 下さ る まで 、 貞 激 で あら せよ 。, 
(クル アー ン 24 : 33) 

















元 来 イス ラー ム に お いて 若者 は 、 出 来る だ け 早 い 内 に 結婚 する 
こと を 命じ られ て いま す 。 紀 み の の 使徒 ( 骨 ) は 結婚 する 資力 の な 
い 者 に 対し 、 そ の 性 的 欲望 を 抑 制す る 手段 に つい て こう 教授 し ま 
2 の 

「 若 者 た ちよ 。 あ な た 方 の 内 で (経済 的 に も 肉体 的 に も ) 結婚 
出来 る 者 は 、 そ うす る の だ 。 結婚 は 最も (欲望 の ) 視線 を 低め 、 

貞操 を 守っ て くれ る も の で ある 。 そ し て そう する こと が 出来 な 

い 者 は 、 ダ グ ス ( 斎 戒 、 い わ ゆ る 断食 ) せよ 。 実 に それ は 彼 に 

と っ て の 防御 策 で ある か ら 。” 」 (アル テ ブ ハー リー の 伝承 ) 


また 、 ク ルアー ン に お ける ユー ス フ (ヨセフ 誤 双 ) の 説話 の 中 に 
も 、 NINE 生 ら の こ 立 ち 向 か い 、 そ れ を 
字 える か を 示す 好例 が 提示 され て いま す 。 ア ッ ラ ー( 惨 ) は こう 仰っ 
て いま す : 


- そし て 彼 が 住ん で いた 家 の 夫 人 が 彼 を 診 惑 し 、 扉 を 閉め て 言 
っ た : 「 さ あ 、 い らっし ゃ い 。」 (ユー ス フ は ) 言っ た : 「 私 
に アッ ラー の ご 加護 を 。 旦 那 様 は 私 の ご 主人 様 で あり 、 私 に よ 
い 暮らし を させ て 下さ いま す 。 実 に 、 罪 深い 者 は 成功 いた し ま 
せん 。」 彼女 は 彼 を 求め た 。 そ し て 彼 も また その 主 の 明 証 を 目 
に し な けれ ば 、 彼 女 を 求め た を で あろ う 。 こ の よう に し て われ ら 
(アッ ラー の こと ) は 、 彼 を 悪行 と 本 行か ら 遠 ざけ た 。 彼 こそ 
は 、 わ れ ら の 真 加 な し も べ の 内 の 一 人 で ある 。 , (クル アー 
ン 12 : 23 一 24) 

例え 年 獄 に 入れ られ よう と 、 害 悪 を 被 ろ うと 、 非 合法 な 関係 を 

結ぶ こと は 許さ れ な い の で す 。 アッラー( 英 ) は こう 仰い まし た : 


- 彼女 (ユー ス フ を 誠 惑 し た 女 主 人 ) は 言っ た : 「 彼 (ユー ス 
フ ) こそ が 、 あ な た 方 が その こと で 私 を 符 め た 者 で す 。 私 は 彼 
を 誘惑 し た の に 、 彼 は 拒み まし た 。 で も ( 今 ) 彼 が 私 の 命じ る 
こと に 応じ な けれ ば 、 彼 は 年 獄 に 放り 込ま れ 、 屈 辱 の 憂き目 を 
見 る こと に な る で し ょ う 。」 (ユー スプ フ は) 言っ た : 「 主 よ 、 
私 は 彼女 た ち が 命 じ る こと より も ゃ も 、 年 獄 の 方 を 望み ます 。 し か 
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性 に 関す る イス ラー ム 視 点 


し も し あな た が 私 を 彼女 た ちの 計 か ら 守 っ て 下さ ら な けれ ば 、 
私 の 心 は 揺れ て 傾き 、 私 は 無知 の 徒 と 化し て し まう で し ょ 
う 。」 , (クル アー ン 12 : 32 一 33) 





イス ラー ム は 、 合 法 な 手段 以外 の も の で 性 的 欲望 を 解消 する こ 
と を 禁じ て いま す 。 し か し も し 本 当 に 委 洋 を 犯し て し まい そう な 
時 に だ け 、 人 は 自 感 行為 に よっ て その 性 的 欲望 を 解消 する こと が 
許さ れる で し ょ う 。 と いう の も そう する こと は 、 委 淫 の 悪 より 六 
か に まし で ある か ら で す 。 
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性 に 関す る イス ラー ム 視 点 
イス ラー ム に お ける 性 的 欲望 の 調節 法 


イス ラー ム は それ が 配偶 者 間 で ある 場合 を 除き 、 性 的 欲望 を 煽 
る よう な あら ゆる 物事 を 禁じ て いま す 。 こ れ は そう する こと に よ 
っ て 、 人 が 非 合 法 な 物事 に 陥っ て し まわ な いよ うに する た めで す 。 
イス ラー ム が いか に し て 人 を 性 的 刺激 か ら 防 止 す る の か 、 そ の 段 
階 的 な 実践 法 を 以下 に 挙げ て いっ て み ま し ょ 2 う : 


1. 子 供 の 寝室 を 分 ける こと 。 ア デッラ ー の 使徒 ( 組 )\ は こ う 言 いま し 
7 


















































「 子 供 が 7 歳 に な っ た ら 、 ダ ジー (礼拝 ) する よう に せよ 。 そ 
し て 10 歳 に な っ て も そう し な けれ ば 、 叩 いて も よい 。 ま た 、 
彼ら の 寝室 を 分 ける の だ 。」 (アブ ー・ ダ ー ウ ー ド の 伝承 ) 
これ は 就寝 中 に 、 彼 ら を 性 的 に 刺激 する よう な 物事 が 起こ る の 
を 未然 に 防ぐ た めで す 。 





また イス ラー ム は 成人 ムスリム 女性 が と ジィ バーズ (頭髪 を 完全 

に 覆う ベー ル の こと ) を まとい 、 マ ハラ テ ノ ? 以 外 の 男性 と 付き 合わ 
な いよ うに 命じ て いま す 。 これ は 女性 が 貞操 を 堅持 し 、 他 の 男 † 
の 性 的 欲望 を 刺激 し な いよ うに する た めで す 。 アッラー( 肌 ) は こう 
仰い まし た : 


- 預言 者 よ 、 あ な た の 妻たち と 娘 た ち 、 女 性 の 信仰 者 た ち に 、 

全身 に 外 衣 を 羽織 る よう に 言う の だ 。 そ うす れ ば 彼女 ら は ( 改 
隷 で は な く 自 由 民 で ある と ) 認識 され や すく 、 そ れ で 害 を 被る 
こと も な く な る で あろ う 。 ア ッ ラ ー は お 示し 深く 、 慈 悲 深 い お 
方 で ある 。, (クルアーン 33 : 9) 


沿 結 婚 欲 思 も な く 、 異 性 の 性 的 欲 望 も 刺激 する 益 れ の な いよ う 
な 年 配 の 女性 は 、 そ の 外 衣 を 脱い で も 問題 あり り ま せん 。 ア ッ ラ ー 
( 画 ) は こう 仰い まし た : 































































































Z「 マ ハラ ム 」 と は 父親 や 兄弟 、 息 子 や 夫 な ど 、 そ の 女性 が 結婚 で きる 関係 に 
ある 男性 の こと で す 。 
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2 


視線 を 低め る こと 。 ム スリ ム 男 女 は 視線 を 下げ 、 非 合法 な 物 


性 に 関す る イス ラー ム 視 点 


- そし て 更年期 に 入り 、 結 婚 も 望ま な いよ うな 高齢 の 女性 は 
装身具 を 霞 わ に し て 着 飾 る こと が な けれ ば 、 (女性 に と っ て 禁 
じ ら れ た 体 の 部 位 が 外 わ に な ら な い 範 囲 で ) 外 衣 を 着用 せ ず と 
も 人 罪 は な い 。 し か し (その よう に せ ず ) 慎 ま し く あ る 方 が 、 彼 
女 た ち に と っ て よい こと で ある 。 アッラー は 全 知 全 聴 の お 方 。 
。 (クル アー ン 24 : 60) 












































に 視 聞 2 B じ られ て いま す 。 そ れ は 、 た また まそ の 


よう な も の が 目 に 入っ て し まっ た 後に 、 欲 情 を 抱い て それ を 多 視 















































た ため (よる ご こら の な いよ うに する た めで すみ 。 その よ ク な と を すま 


る 者 は その 後 妄想 に 陀 り 、 非 合法 な 物 
まま 4 デジ ダー( 吉 は と う 作 いま し た だ 














に 走っ て し まう か も し れ 














- 男性 の 信仰 者 た ち に 、 (それ が 禁じ られ た 関係 に ある 他人 の 
女性 か ら ) 彼ら の 視線 を 慎み 、 貞 操 を 守る よう に 言う の だ 。 そ 
れ が 彼ら に と っ て より 潔白 な こと 。 ア ッ ラ ー は 実に 、 彼 ら の 行 
うこ と を 全て 網 胃 さ れ て お られ る 。 そ し て 女性 の 信仰 者 た ち に 
も 、 視 線 を 慎 ん で 貞操 を 守り 、 (や む を 得 ず ) 現れ る 飾り の 他 
は 露 わ に し な いよ う 言 う の だ 。 そ し て 彼女 ら に 、 頭 巾 を 胸 の 辺 
り ま で 垂らす よう に させ よ 。 そ し て その 夫 と 父親 、 夫 の 父親 、 
息子 と 夫 の 息子 、 兄 弟 と 兄弟 の 息子 、 姉 妹 の 息子 と 女性 た ち 
その 右手 が 所 有する も の (奴隷 の こと ) 、 そ し て 女性 に 対す る 
欲求 の な い 男 性 の 従者 、 あ る い は まだ 女性 の こと に 興味 を 示さ 
な い 子 供 以 外 に は 、 彼 女 ら の 美 を 史 け 出 し て は な ら な い 。 ま た 
衣服 の 下 の 装 飾品 (の 音 ) を (高らか に 鳴ら し て ) 人 に 聞か せ 
る た め に 、 足 を 打つ よう に し て (歩い て ) は な ら な い 。 信仰 者 
た ちよ 、 皆 アッ ラー に 悔 悟 す る の だ 。 き っ と あな た 方 は 成功 す 
る で あろ う 。, (クルアーン 24 : 30 一 31) 


2 クー 2 
の ご 慈悲 あれ ) は 、 こ う 言 っ て いま す : 














8 4/-/ZcogD 7-KZ 太 7e 77g77 S7 977 77 7-97 Yog7 g577-57g 7ee (「 治 療 薬 を 求め 


る 






































者 へ の 十 全 な る 回 答 」) 232 頁 。 
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性 に 関す る イス ラー ム 視 点 


「 女 洋 は 人 の 見 る も の か ら 発 生 す る も の で ある 。 そ れ ゆ え に 
貞操 を 守る 意味 か ら 視 線 を 低め る よう 人 は 命じ られ て いる の 
で ある 。 火 が 火花 か ら 生 じ る よう に 、 全 て の 物事 は 視線 か ら 
始ま る の だ 。 自ら に と っ て 非 合 法 な も の を 見 る こと は 想像 へ 
と 発展 し 、 つ い に は それ は 行動 と いう 罪 へ と 至る で あろ う 。 
こう 言わ れ て いる の は 、 こ の 所 以 な の で ある : 


"4 つの も の を 守っ た 者 は 、 そ の 宗教 を 守る で あろ う : つ 
まり 視線 、 思考 、 言葉 、 そし て 行動 で ある 。 6 」 


ムスリム は た また ま 目 に 入っ て し まっ た も の に 関し 、 お 符 め を 受 
ける こと は あり ませ ん 。 禁じ られ て いる の は 、 そ れ を 意図 的 に ] 
び 見 る こと な の で す 。 
























































アッ ラー の 使徒 ( 個 ) は 教 友 アリ ー( 誤 ) に 、 あ る 時 こう 言い まし た : 


「 ア リー よ 、 じ ろ じ ろ 眺め て は な ら な い 。 最 初 の 一 菅 に 冬 め は 
な い が 、2 度 目 の そ れ に 答 め が あ る の だ ぞ 。」 


アッ ラー の 使徒 ( 細 は ムスリム が 視線 を 低め る こと を 奨励 する べ ベ 
く 、 ア デッラ テー を 在 れ 、 か つか れ の ご 満悦 を 望み つつ 視線 を 低め る 
ムスリム が 受け る 報 拒 に つい て 、 次 の よう に 語り まし た : 


「 視 線 の 一 覧 は イブ リー ス (悪魔 ) の 毒 生 の よう な も の で ある 。 
それ を アッ ラー へ の 長居 の 念 と か れ の ご 満悦 へ の 所 望 ゆえ に 避 
ける 者 は 、 報 奨 を 獲得 し よう 。 つ まり その 報奨 と は 、 信 仰 心 
(の 増加 ) と 心 の 豆 び で ある 。」 (アル テハ ー キ ム の 伝承 ) 


3. 自 身 に と っ て 非 合 法 な 物事 を 目 に し な いた め に 、 他 人 の 私 的 空 
間 に 入 る 前 に 許可 を を うこ と 。 ア ッ ラ ー( 弟 ) は こう 仰っ て いま す : 


- 信仰 する 者 た ちよ 。 あ な た 方 の 右手 が 所 有する 者 た ち (奴隷 
の こと ) 、 そ し て 成 熟 し て いな い 者 た ち に は (昼夜 通し て ) 3 
度 (の 時 間 帯 に ) 許可 を 請 わ せる の だ : (それ は つま り ) ファ 
ジェ ン ルル (夜明け 前 の 礼拝 ) の 前 と 、 あ な た 方 が 脱衣 し て いる か 
も しれ な い 正 午 (の 休息 時 間 ) 、 そ し て アシ ャ ネー ( 夜 の 礼拝) 

の 後 で や る 。 (これ ら は ) あな た 方 に と っ て の ( 肌 が 霞 わ に な 
る ) 3 つの 私 的 な 時 間 (で ある ) 。 こ れ ら の 時 間 帯 の 他 は 、 あ 
な た 方 も 彼ら も (許可 を 請う こと な く ) 自由 に 互い に 行き 来 し 
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性 に 関す る イス ラー ム 視 点 


て も ゃ も 罪 は な い 。 彼ら は あな た 方 の も と を 頻繁 に 廻る 者 た ち で あ 
り 、 あ な た 方 は 互い に 行き 交 う 。 こ の よう に アッ ラー は 、 あ な 
た 方 に み し る し を 明らか に され る 。 ア ッ ラ ー は 全て を ご 存 知 で 、 
英知 に 溢れ た お 方 で ある 。, (クル アー ン 24 : 58) 





また アッ ラー( 毅 ) は こう も 仰っ て いま す : 


- そし て あな た 方 の 子供 が 成人 し た ら 、 あ な た 方 以前 の 者 た ち 
が そう し て いた よう に 、 (入室 の ) 許可 を 請 わ せる の だ 。 こ の 
よう に アッ ラー は 、 あ な た 方 に その み し る し を 明らか に され る 。 
アッ ラー は 全て ご 存 知 で あり 、 こ の 上 な い 英 知 に 溢れ た お 方 で 
ある 。, (クル アー ン 24 : 39) 


4. イ スラ ー ム は 、 異 性 の 模 條 を 禁じ て いま す 。 教 友 イ ブン ・ ア ッ 
(0 信 こ う の 衣 つ で の ま すま) 


「 ア ッ ラ テラー の 使徒 ( 學 は 、 女 性 の 模 條 を する 男性 と 、 男 性 の 模 
條 を する 女性 を 呪 わ れ た も の で す 。」 (アル テ ブ ハー リー の 伝 
承 ) 


5. イ スラ ー ム は 、 性 的 欲望 を 煽る よう な も の を 見 る こと を 禁じ て 
いま す 。 教 友 ア ブ ド ゥ ッ ラ フ マ ー ン ・ ア ブー・ サ イー ド ・ ア ル テ 
フ ド ッ ゥ リー( 育 ) は 、 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 級 が この よう に 言っ た と 伝え 
て いま す : 


「 男 性 で あれ 女性 で あれ 、 (異性 は 言う まで も な く ) 同性 の 陰 
部 も 見 て は いけ な い 。 ま た 男性 で あれ 女性 で あれ 、 裸 で 一 枚 の 
布 に 包ま っ て は な ら な い 。」 (ムスリム の 伝承 ) 


音楽 な ど 、 性 的 欲望 を 煽る よう な も の に 耳 を 傾け な いこ と 。 音 
午 に 悪 や 性 的 欲望 へ と 誘 惑 し ます 。 あ る 種 の 学者 が 
次 の よう に 言う の は 、 至 極 の 真理 で し ょ う : “音楽 は 淫 へ と い 
あう で の 



















































































れ は 敬 虎 さと 禁欲 さ で 知ら れ た 先 人 の 一 人 、 フ ダイ ル ・ ブ ン ・ イ ヤー ド の 
葉 で 、 イ ブン ・ ア ビッ テテ ドゥ ニヤ と アル テバ イハ キー が 伝え て いる も の で 


了 表 「Y 
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性 に 関す る イス ラー ム 視 点 


7. ア ッ ラ ー の 使徒 ( 仁 ) は まだ 里 の 生え な い 若 者 - それ が 魅力 的 な 者 
で ある 場合 は 特に - と 二 人 き り に な り 、 そ の よう な 者 を 凝視 する 
こる の 2 まし だ 。 教 大 アー アラ イン は 、 アデ ッ マー の 使徒 仙 ) 
が こう り 言 つた だ ちら 信 えて いま ます ン 


「 ア ー ダ ム の 子 (人 類 ) は 、 彼 に 割り 当て られ た 姦淫 の 分 け 前 
を 手 に する だ ろう 。 そ の 目 は 非 合 法 な 物事 を 目 に する こと で 妻 
淫 を 犯 し 、 ま た 耳 は 非 合 法 な 物事 を 聞く こと で 妻 淫 を 犯す 。 舌 
は 見 知ら ぬ 女 性 に 話し か ける こと で 妻 淫 を 犯し 、 手 は 非 合 法 な 
物 に 触れ る こと で 夜 淫 を 犯す 。 そ し て 足 は 非 合 法 な 物事 へ と 歩 
み 寄 る こと で 妻 淫 を 犯 し 、 心 は 望み 、 求 め る 。 ゆ え に 人 は 実際 
に 委 淫 を 犯す か 、 あ る い は それ を し そう に な る か の どちら か な 
の で ある 。」 (ムスリム の 伝承 ) 


8. ア ッ ラ テー の 使徒 ( 湯 は (互い に 結婚 出来 る 関係 に ある ) 異性 同士 
が ボー 人 きり に な る こと を 打 じ まし た 。 こ れ は そう する こと で シャ 
イタ ー ン (悪魔 ) の 餌食 と な り 、 委 洋 を 犯し た り し て し まわ な い 
た め の 予 防 策 で す 。 ア ッ ラ テー の 使徒 ( 朋 ) は 言い まし た : 


「 (自分 が 結婚 出来 る 関係 に ある ) 女性 と 二 人 き り に な っ て は 
いけ な い 。 そ うす れ ば 、 シ ャ イタ ー ン が そこ に いる 第 三 人 と な 
ろう 。」 (イブ ン ・ ヒ ッ パ バー ン の 伝承 ) 




























































































男女 混合 は 禁じ られ た 関係 の 発生 へ と つなが る 恐れ が ある こと 
か ら 、 イ スラ ー ム に お いて 禁じ られ て いま す 。 イ スラ ー ム で は 非 
合法 な 物事 に つなが る 全て の 物事 も また 、 非 合法 と 見 な され る の 
29 


SKI IN や が 小 ウッ プ は その 著 「 物 質 主 義 と イス ラー ム の 狭間 
の 人 間 」 に お いて 、 こ う 述 べ て いま す : 


「 青 少年 の 男女 共学 は 、 西 欧 か ら 発祥 し た 大 き な 神 話 で ある 。 
西欧 が 世俗 主義 へ と 傾き 、 その 理念 を 失い 、 そ の 性 的 圧力 を 
処理 し よう と し た 時 、 社 会 学者 や 心理 学者 た ち は 前 舞台 を 準 
備 し て 男女 共学 の 益 を 説い た 。 そ し て その 悪影響 が 顕著 な も 
の と な っ た 後 、 西 区 は その 仔 値 と 利益 を 否定 し た 。 精神 医学 
者 や 心理 学者 、 神 経 学者 ら は 男女 共学 に 関し て の 意見 を 撤回 
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性 に 関す る イス ラー ム 視 点 


し 、 ゆ っ くり と し た ダン ス や 子供 染み た パー ティ ー、 男 女 混 
合 の お 茶会 や ピク ニッ ク な ど は 、 例 え 両 親 の 監督 下 に あっ て 
も 欲望 を 煽る きっ か け に な る 、 な ど と 発言 し 始め た 。 これら 
の 欲望 は 社会 的 状況 や 差 恥 心 な ど に よっ て 抑圧 され る と 、 こ 
れ ら の 状況 下 で 抱い て いた は ず の 穏やか さ の 後 、 精 神 的 ・ 神 
経 的 不安 を 生じ し させ る 。 こ の 状況 に お いて 、 若 者 は 以下 の い 
ずれ か の 手段 に 講じ る こと に な る 。 つ まり その よう な こと を 
障害 な く 出 来る 場所 へ と 赴く か 、 あ る い は ある 種 の 不調 の 原 
因 と な る 不安 な 状態 の 中 に 留まる か 、 の どちら か な の だ 。 一 
体 こ れ は いか な る 無垢 さと 教育 で あろ うか ?」 


9. イ スラ ー ム は 、 妻 が その 夫 に 、 他 の 女性 の 容姿 に つい て 描写 す 
る こと を 禁じ て いま す 。 こ れ は そう する こと で 、 夫 が 妻 の こと を 
豚 わ し く 感 じ も る よう に な っ て し まわ な いた めで す 。 彼女 が その 女 
性 に 関し て 話す こと は 、 も し か する と 彼女 の 夫 に と っ て 魅力 的 な 
こと で 、 か つ そ れ を 自分 の 妻 に 見 出さ な い 類 の も の か も し れ ま せ 
ん 。 そ し て シャ イタ ー ン は 、 自 分 の 妻 が 話し て 聞か せる その 女性 
を 目指 す よ うに 仕向 ける こと さえ あり 得 ま す 。 教 友 ア プ ブ ド ッ ラ 

・ プ ブン シン ・ マ スウ ー ド (@) は 、 デ アッラー の 使徒 ( 間 が こう 言っ た と 
の 


「 女 性 は 、 他 の 女性 と 共に いた 後 、 彼 女 の こ と を 自分 の 夫 に 描 
写し て は な ら な い 。 そ うす れ ば 、 あ た か も 彼 は 彼女 を 見 つめ て 
いる か の よう に な る で あろ うか ら 。」 (アブ ー・ ダ ー ウ ー ド の 
伝承 ) 
10. 女 性 は 香水 を つけ た り 、 化 粧 し た り 着 飾っ た り し て 外出 する こ 
と を 禁じ られ ます 。 そ うす れ ば 人 々 の 視線 を 集め 、 彼 ら を 非 合 法 
な 物事 へ と 駆り 立て る 原因 と な る で し ょ う 。 ア デア ッ ラー は こう 仰い 
SS 


- そし て あな た 方 の 家 に 静粛 に 留まり 、 (イス ラー ム 以 前 の ) 
無明 時 代 の よう に 派手 な 出で立ち を する の で は な い 。, (クル 
デー ジ 33 3?33) 
また 女性 は な よ な よ と し た 柔らか い 調 子 で 話す こと も 禁じ られ て 
いま す 。 そ の よう な 態度 を 避け る こと で 、 性 的 誘惑 に 抵抗 力 の な 
い 男 性 か ら 身 を 防ぐ こと が 出来 る で し ょ う 。 そ も そ も 女 性 は 必要 
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性 に 関す る イス ラー ム 視 点 


に 人 迫 ら れ た 時 以外 、 マ ハラ テス 以外 の 男性 と 話す べき で は あり ませ 
ん 。 そ し て そう し な けれ ば な ら な い 時 で さえ も 、 愛 らし く 魅 力 的 
な 調子 で 話し た りす る べき で は な い の で す 。『 

アデ アッラー は こう 仰 り ます : 

- そし て (誤解 や 疑念 、 誘 惑 な どの 原因 と な る よう な ) 曖昧 で 
な よ な よ と し た 物言い を し て は な ら な い 。 そ うす れ ば 心 に 病 の 


ある 者 が 、 揺 らい で し まう か も し れ な い 。 あ な た 方 は 正しく 慎 
まし い 物 言い を する の だ 。, (クルアーン 33 : 32) 


















































また アッ ラー は こう も 仰っ て いま す : 


- そし て あな た 方 が 彼女 ら に 物 を 拝借 し た い 時 に は 、 呈 い の 向 
こう か ら 声 を か ける の だ 。 そ れこ そ が あな た 方 と 彼女 ら の 心 に 
と っ て 、 (疑念 を 招く よう な 物事 か ら ) より 清浄 な の で ある 。 
。 (クル アー ン 33 : 33) 





2 の て パン で 
ツジ ビー ほ こう 州 い まし た 。 


- アー ダム の 子 ら (人 類 ) よ 、 わ れ ら (アッ ラー の こと ) は あ 
な た 方 に 、 あ な た 方 が (シャ イタ ー ン の 集 略 に よっ て 人 類 の 祖 
アー ダム と ハウ ワー が 起 わ に され た と ころ の ) 恥部 を 覆う た め 
の 衣服 と 着 飾 る た め の 衣 服 を 授け た 。 そ し て 敬 神 の 念 と いう 衣 
こそ は 最上 の も の 。 こ れ (アッ ラー が 人 類 に 衣服 を 与え られ た 
こと ) こそ は 、 彼 ら が それ に よっ て 教示 を 受け る で あろ う ア ッ 
ラー の み し る し の 一 つ な の で ある 。, (クルアーン 7 : 26) 

















0 フラ イラ ( ぁ ) は 、 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 組 ) が 次 の よ 
うに 言っ た と 伝え て いま す : 


「 私 が 未だ 目 に し て いな い 、 地 獄 の 業火 に 属す る 2 種類 の 民 が 
いる 。 そ れ は 和 牛 の 尻尾 の よう な 形 の 鞭 で 人 を 叩く 者 た ち 、 そ し 


























10「 マ ハラ ム 」 と は 父親 や 上 兄弟 、 人 息子 や 夫 な ど 、 そ の 女性 が 結婚 で きる 関係 
に ある 男性 の こと で す 。 
1 これ は 男性 に も 当て は まり ます 。 
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性 に 関す る イス ラー ム 視 点 


て 裸体 に 近い 姿 で 診 惑 的 に 歩く 、 ア デッラ ー に 従順 で は な い 女 性 
た ち で ある 。 彼女 ら の 頭 は 、 あ た か も バク トリ ア の ラク ダ の 冶 
の よう で ある 。 彼ら は 天国 に 入ら な い ど ころ か 、 柄 か 遠く に ま 
で も ゃ も 漂う その 香り さえ 嘆 ぐ こと が な いで あろ う 。」 (ムスリム 
の 伝承 ) 


また イス ラー ム は 、 成 人 女性 が 彼女 の 外面 的 美 し さ を 露出 し て 
よい 対象 を 、 明 確 に し て いま す 。 ア ッ ラ ー は こう 仰っ て いま 
























































す ・: 


11. 女 性 は 自分 の 夫 や 父親 、 兄弟 、 結 婚 出 来る 関係 に は な い 親 類 男 
性 





ッ 


は 


性 





- そし て 女性 の 信仰 者 た ち に も 、 視 線 を 慎 ん で 貞操 を 守り 、 
(や む を 得 ず ) 現れ る 飾り の 他 は 露 わ に し な いよ う 言 う の だ 。 
そし て 彼女 ら に 、 頭 巾 を 胸 の 辺り まで 垂らす よう に させ よ 。 そ 
し て その 夫 と 父親 、 夫 の 父親 、 息 子 と 夫 の 息子 、 兄 弟 と 兄弟 の 
息子 、 姉 妹 の 息子 と 女性 た ち 、 そ の 右手 が 所 有する も の (奴隷 
の こと ) 、 そ し て 女性 に 対す る 欲求 の な い 男 性 の 従者 、 あ る い 
は まだ 女性 の こと に 興味 を 示さ な い 子 供 以 外 に は 、 彼 女 ら の 美 
を 蝶 け 出し て は な ら な い 。 ま た 衣服 の 下 の 装 飾品 (の 音 ) を 
(高らか に 鳴ら し て ) 人 に 聞か せる た め に 、 足 を 打つ よう に し 
て (歩い て ) は な ら な い 。 信仰 者 た ちよ 、 皆 アッ ラー に 悔 悟 す 
る の だ 。 き っ と あな た 方 は 成功 する で あろ う 。, (クル アー ン 

24 : 31) 





























な いつ た マハ アム な し じ で 旅行 する こと を 閑 じ られ ます 。 デア 
ラー の 使徒 ( 有 | は こう 言い まし た : 

「 “男性 は 、 自 分 が その マハ ラム で も な い 女 性 と 二 人 き り に な 
っ て は な ら な い 。 ま た 女性 は 、 マ ハラ ム な し で 旅行 し て は な ら 
な い 。” する と ある 者 が 、 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 遂 ) に 尋ね まし た : 
“預言 者 よ 、 私 が これ これ の 戦役 に 参加 し よう と し た ら 、 妻 が 
ーー 人 で パッ ジ (大 交 礼 ) に 出かけ て で て し まい まし た 1!" それ で 預 
言 者 ( 粗 )/ は 言い まし た : “行く の だ 。 そ し て あな た の 妻 と 共に 
ハッ ジ を する が よい 。” 」 (アル テ ブ ハー リー の 伝承 ) 

この 規定 の 裏 に 潜む 英知 は 、 女 性 の 貞 小 さ の 保護 で す 。 旅行 に 
通常 困難 が 付き まとい 、 多 く の 物 事 が 要求 され ます 。 そ し て 女 
は 月 経 や 妊娠 、 授 乳 な どの 影響 を 被る こと か ら も 、 こ の 観点 に 
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性 に 関す る イス ラー ム 視 点 


お いて 決し て 強く は な い 存 在 で ある と いう こと が 出来 ます 。 ま た 
女性 は 周囲 の 状況 に 感情 的 に 影響 され 易く 、 男 性 より も 詐欺 な ど 
に 遭 いや すい か も しれ ませ ん 。 こ うい っ た 理由 か ら 女 性 は その 旅 
路 に お いて 、 彼 女 に 危害 を 加え た り 、 彼 女 の 財 産 を 炊 も うと し た 
りす る 募 か ら 守 っ て くれ る 者 を 必要 と し て いる の で す 。 また 女性 
に は その ニー ズ を 提供 し 、 彼 女 の 完 全 な 快適 さ を 保障 し て くれ る 
誰か が 必要 で す 。 そ し て マハ ラム こそ は これ ら 全 て の 物事 を 遂行 
し 、 女 性 が マハ ラム 以外 の 男性 の 援助 を 必要 と し な い 状 態 に する 
です 3 


12. 預 言 者 ムハンマド ( 租 ) は 性 的 欲望 を 刺激 する よう な 女性 を 目 に し 
た 男性 は 、 自 分 の 妻 の 所 へ と 赴く こと を 命じ し まし た 。 そ れ は その 
欲望 を 、 合 法 な 形 で 解消 する た め な の で す 。 そ し て そう する こと 
に よっ て その 者 は 悪事 に 陥る こと か ら 身 を 守り 、 シ ャ イタ ー ン の 
路 き に 対す る 予防 策 を と る の で す 。 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 遂 ) は こ う 言 っ 
て いま す : 




































































































































































「 女 性 は シャ イタ ー ン の よう な 形 で や っ て 来 て 、 シ ャ イタ ー ン 
の よう な 形 で 去っ て 行く 。?」 (ムスリム の 伝承 ) 


13. イ スラ ー ム は 配偶 者 が そう 望む 場合 、 相 手 の 性 欲 を 満足 させ て 
や る こと を 命じ し て いま す 。 ま た 夫 が 性 欲 を 満た し た い 時 に 、 妻 が 
その 要求 を 揚 む こと は 禁止 され て いま す 。 と いう の も そう する こ 
と で 彼 は 悪事 に 足 を 踏み 込ん で し まう か も し れ な いか ら で す 。 も 
し か する と 彼 は 性 欲 を 解消 する た め に 他 の 手段 を 探す か も し れ ま 
せん し 、 あ る い は 精神 的 な 抑圧 感 を 募ら せる か も しれ ま せん 。 そ 
し て その いずれ の 場合 も 、 健 康 に 有害 な の で す 。 ア ッ ラ ー の 使 有 
( 夢 ) は こ う 言 っ て いま す : 


「 夫 が 妻 を 寝床 に 誠 っ て も 彼女 が それ に 応じ ず 、 彼 が 怒り の 中 
に ある まま その 晩 を 過ごす と し た ら 、 天 使 た ち は そ の 夜 が 明け 
る まで 彼女 を 呪い 続け る で あろ う 。」 (アル テ ブ ハー リー と ム 
スリ ム の 伝承 ) 
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12 女性 を 意図 的 に 見 詰め る こと は 、 間 違い な く 人 を 悪人 へ と 導く と いう 意味 で 
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性 に 関す る イス ラー ム 視 点 


一 方 で 夫 の 方 も 、 妻 が 悪事 か ら 守 られ る た め に その 人 性欲 を 満た 
し て や ら な けれ ば な り ま せん 。 西暦 11 世紀 の イス ラー ム 学 者 イブ 
ン ・ ハ ズム ( 彼 に アッ ラー の ご 慈悲 あれ ) は こう 言い まし た : 


「 妻 の 月 経 が 終了 し た な ら ば 、 夫 は 可能 な 限り 彼女 と 性 交渉 
を 持つ べき で ある 。 も し そう し な い の で あれ ば 、 彼 は 罪人 な 
の だ 。 そ の 根拠 は 、 ア ッ ラ ー( 憧 ) の 御 言葉 に 見 出す こと が 出来 
る ・ 


- そし て (彼女 ら が ) 清浄 な 状態 に な っ た ら 、 ア ッ ラ ー が お 許 


し に な られ た 所 か ら 彼 女 ら と 交わ る の だ 。, (クル アー ン 2: 
222) 」 






































この 件 の 重大 さゆ え 、 夫 に 性 欲 を 満た し て も ら え な い 妻 は その 当 

然 の 権利 を 得る た め 、 望 む な ら ば イス ラー ム 法 廷 に 告訴 する こと 
が 出来 ます 。 こ の こと は 、 あ ら ゆ る 悪 か ら 社会 の 安全 性 を 維持 す 
る こと に つなが る の で す 。 





















































社会 に 悪 が は び こ る こと を 喜ぶ 者 は 、 ア ッ ラ ー に よっ て 非常 に 
厳し い 懲罰 を 警告 され て いま す 。 ア デッラ ー( 組 ) は こう 仰い まし た : 


- 信仰 者 た ちの 間 に 醒 聞 が 広まる こと を 欲す る 者 た ちら に は 、 現 
電電 が お らら ジン ピー ピ の 
て を ) ご 存 知 で あり 、 あ な た 方 は 知ら な い の だ 。, (クル アー 
ン 24 : 19) 


これ が 仁 会 に お ける 非 合 法 な 関係 が 頭 著 に な る こ と を 望む 者 に 
対す る 懲罰 で ある な ら ば 、 一 体 そ の よう な 関係 に 没頭 し 、 そ の よ 
0 間 の リウ PU の の 件 SO の の の し か 
か? 












































イス ラー ム に お ける 結婚 
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性 に 関す る イス ラー ム 視 点 
現代 の イス ラー ム 学 者 サイ イド ・ サ ー ビ ク ( 彼 に アッ ラ ー の こ ご 
慈悲 あれ ) は 、 そ の 著 「 ス ン ナ の 理解 」 の 中 で こう 述べ て い 
す 13 ・ 


「 イ スラ ー ム は 結婚 以外 に お ける 性 的 欲望 の 解消 を 、 合 法 化 
し て いな い 。 至高 の アッ ラー は 人 間 が 理解 も な くそ の 性 的 欲望 
を 解消 し た り 、 あ る い は 規律 の な い 混 油 と し た 異性 関係 を 持っ 
た りす る こと で 、 他 の 生物 と 同様 の レベ ル に 陥る こと を 欲し て 
は お られ な い の で ある 。 


イス ラー ム は 人 間 の 名 誉 と 尊厳 を 守る ある シス テム を 提供 し 
て いる 。 男女 間 の 関係 は 当事者 同士 の 同意 が な い 限 り 発 生 せ ず 、 
男女 が 配偶 者 同士 と な る に は 結婚 の 宮 匠 と 証言 が 必要 な の で あ 
る 。 こ の よう に し て 、 男 女 関係 の た め の 適 切 か つ 安 全 な 方 法 が 
確立 され る 。 ま た 子孫 は 路頭 に 迷う こと な く 保 護 さ れ 、 女 性 も 
また あら ゆる 悪事 か ら 免 れる 。 イ スラ ー ム は 母性 的 配慮 に よっ 
て 義 育 され 、 父 性 的 愛情 に よっ て 保護 され る 、 家 族 の 中 心 核 を 
維持 する の だ 。 こ うし て 子供 は 望ま し い 環 境 の も と 成長 する 。 
これ こそ が イス ラー ム の 擁する シス テム で あり 、 そ れ 以 外 の あ 
ら ゆ る も の に 取っ て 代わ る も の な の だ 。」 


それ で は 次 に 、 女 性 が イス ラー ム に お いて いか な る 手順 を 踏み つ 
つ 結 婚 に 至る の か を 簡単 に 取り 上 げ て 見 まし ょ う 。 
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性 に 関す る イス ラー ム 視 点 
第 一 の ステ ッ プ : 妻 の 選択 


イス ラー ム に は 、 妻 の 選択 に お いて ある 手法 が 取ら れ ま す 。 イ 
スラ ー ム に お ける 結婚 の 目的 は 性 的 欲望 の 解消 だ け で は な く 、 む 
0 の の 衝 の の か ら 、 ム ス 
リム 男性 は 家族 関係 が 維持 出来 る よう な 女性 を 妻 と し て 選ば な け 
れ ば な り ま せん 。 そ し て この 目的 は 、 敬 度 な 女性 と の 結婚 以外 に 
NN つま り ア ッ ラ ー を 思 れ 、 そ の 義務 を 遂行 
し 、 か つ 夫 の た め に 美しく 装う こと な どの 他 の 側面 も お ろ そ か に 
は し な い よう な 友 性 の と と で すま 、 デ アッ ジー( 化 ) は こう 作る て いま 
3 還 


- そし て あな た 方 の 内 の 独身 者 と 、 あ な た 方 の 奴隷 男女 の 内 で 
正しく 廉 湊 な 者 を 結婚 させ よ 。 例 え 彼 ら が 貧し か っ た と し て も 、 
アッ ラー が その 力 恵 で も っ て 彼ら を 豊か に し て 下さ る で あろ う 。 
アッ ラー は その 恩恵 が 無尽 で あり 、 全 で ご 存 知 の お 方 で ある 。 

(クル アー ジグ 24 32) 








































































































アッ ラー の 使徒 ( 個 ) は 、 人 を 結婚 へ と 駆り 立て る 4 つの 要素 を 明 
確 に し て いま す 。 そ し て その 上 で 、 最 も 重要 な 要素 は 敬 庶 さと 信 
心 深 さ で ある 、 と 明言 化し て いる の で す 。 彼 ( 個 ) は こう 言っ て いま 
93 


「 女 性 は 4 つ (の 要素 ) に よっ て (求婚 され ) 栓 られ る : ( そ 
れ ら と は つま り ) その 財産 、 家 柄 、 美 し さ 、 宗 教 で も や る 。 ゆ え 
に 宗教 的 な 女性 を 探す の だ 『。 決し て それ を 逃す の で は な 
い 。」 (アル テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 ) 





















































また イス ラー ム は 男性 が 、 次 の よう に アッ ラー の 使徒 (用 が 描写 
じ た よ うら うな 内 と な る こと を 旭 求 し て いま す 。 





























4 この 伝承 の 内 容 は 同様 に 、 女 性 が 配偶 者 を 選ぶ 基準 を 示し て も いま す 。 
男性 を 対象 に 表現 され て いる の は 、 大 概 の 場合 婚 如 を 求め て 訂 走 する の は 
男性 で ある か ら だ と 言わ れ て いま す 。 
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性 に 関す る イス ラー ム 視 点 
「 最 も 完成 され た 信仰 者 と は 、 最 も 人 格 の 優れ た 者 で ある 。 そ 
し て あな た 方 の 内 で 最善 の 者 と は 、 あ な た 方 の 妻 に 対 し て 最善 
の 者 で ある 。」 (アッ テテ ィ ル ミズ ィ ー の 伝承 ) 











また 同時 に イス ラー ム は 女性 が 、 次 の よう に アッ ラー の 使徒 ( 箇 ) 
が 描写 し た よう な 妻 と な る こと を 要求 し て いま す 。 彼 は 「 ど ん な 
女性 が 最善 の 女性 で すか ?」 と 尋ね られ て 、 こ 2 う 言 いま し た : 


「 最 善 の 女性 と は あな た が 彼女 を 見 れ ば あな た を 喜ば せ 、 ま た 
あな た が ( 何 か ) 命じ れ ば それ に 従い ちや 、 そ し て あな た が 留守 
に すれ ば 彼女 自身 と あな た の 財産 を 守っ て くれ る よう な 女性 で 
ある 。」 (アン テ ナ サ ー イ ー の 伝承 ) 



































また イス ラー ム は 家庭 が 社会 に お いて 、 有 和 益 な 要素 と な る こと 
を 要求 し て いま す 。 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 組 ) は 言い まし た : 


「 夜 の ダー (礼拝 ) に 立ち 、 そ の た め に 妻 を 起こ す 男 性 に ア 
ッ ラ ー の ご 慈悲 を 。 そ し て も し 妻 が それ を 拒む の で あれ ば 、 水 
を その 顔 に 降り か け て や る が よい 。 夜 の サラ ー に 立ち 、 そ の た 
め に 夫 を 起こ す 女 性 に アッ ラー の ご 慈悲 を 。 そ し て も し 彼 が そ 
れ を 拒む の で あれ ば 、 水 を その 顔 に 降り か け て や る が よい 。」 
(イブ ン ・ フ ザイ マ の 伝承 ) 
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15 これ は イス ラー ム に お いて 合法 な 物事 の み に 限 り ま す 。 
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性 に 関す る イス ラー ム 視 点 


第 二 の ス テッ プ : 女性 の 目視 *% 
イス ラー ム は 作 の 継続 を 模索 し ます 。 ゆ え に 人 は この 関 
係 に お いて 積極 的 に 努力 する こと が 出来 る よう 、 よ い 性 格 と マナ 
ー を 備え た 魅力 的 な 配偶 者 を 探さ な けれ ば な り ま せん 。 それで イ 
スラ ー ム は 、 結 婚 を 考え よう と し て いる 相手 と 会 うこ と を 許可 し 
CVE まま 
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ある 時 、 一 人 の 男 が アッ ラー の 使徒 ( 遂 ) の 所 に や っ て 来 て 、 彼 が 
ある 女性 と 婚約 し た 旨 を 告げ ば まし た 。 す る と 彼 ( 仁 ) は 言い まし た : 
「 彼 女 の こ と は 見 た か ?」 男 は 言い まし た : 「 い いえ 。」 そ れ で 
アッ ラー の 使徒 () は 彼 に こう 言い まし た : 

「 行 っ て 、 彼 女 を 見 る が よい 。 アン ダー ル の 女性 の 目 に は 、 何 

か あっ た りす る らし いか ら 。" ツ 」 (ムスリム の 伝承 ) 





















































また アッ ラー の 使徒 ( 朋 ) は 、 こ の 件 に 関し て 女性 を 見 る こと の 英 
知 を 述べ て いま す 。 教 友 ア ナス ( 旨 ) は 、 ア ル テ ム ギー ラ ・ ブ ン ・ シ 
ュ ッ バ パ ( あ ) が 嬉 約 し た 際 、 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 公 ) が 次 の よう に 行っ た 
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「 行 っ て 、 彼 女 を 見 る の だ 。 そ うす れ ば あな た 方 同士 を 近づけ 
る こと に な ろう 。」 (イブ ン ・ マ ー ジ ャ の 伝承 ) 














16e こ の 件 に 関し て 、 以 下 の 注 意 点 を 守ら な けれ ば な り ま せん : 
a. マ ハラ ム で も な い 男 女 が 、 完 全 な 私 的 空間 に 孤立 する こと は 非 合 法 で す 。 
アッ ラー の 使徒 ( 好 ) は こ う 言 っ て いま す : 
「 ア ッ ラ ー と 最後 の 日 を 信じ る 者 は 、 自 分 が その マハ ラム で も な い 女 性 と 
は 、 二 人 きり に な っ た り は し な い 。 但 し 彼女 が マハ ラム を 伴っ て いる 場合 
は 別 で ある 。 そ う で な けれ ば 、 シ ャ イタ ー ン が 第 三 の 者 と な ろう 。」 ( ア 
フ マ ャ ド の 伝承 ) 















































b. 男 性 は 顔面 や 手足 の 先 な ど 、 女 性 が 普段 串 わ に し て いる 部 分 の み を 目 に す 
る こと が 出来 ます 。 
c. 男 性 は その 女性 に 対し 、 真 琶 な 結婚 の 意志 を 持っ て いな けれ ば な り ま せん 。 











中 その 面会 の 後 、 男 性 は 誰 に も 彼女 の 欠点 な ど を 口外 し て は な り ま せん 。 
リア ン サ ー ル (援助 者 た ち ) と は 、 マ ッ カ か ら の ムスリム 移住 者 た ち を マデ 
ィ ー ナ で 迎え 入れ 、 援 助 し た ムスリム た ち 。 当 時 、 ア ン サ ー ル の 女性 の 間 に 
は 目 の 疾患 が 流行 し て いた と 言わ れ ま す 。 
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性 に 関す る イ 


イス ラー ム 社 会 ( 
す 。 そ こ で は 夫婦 間 の 愛情 と 思 
イス ラー ム は この 芝 情 が 純 粒 か つ 作 


お いて 、 承 認 す る の で す 。 あ る 時 、 











こう 尋ね まし た : 


「 ア ッ ラ ー の 使 
彼女 に 求婚 3 
し く 、 私 た ち 
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人 は 貧 
し い 方 を 好み 3 





か ?」 ア デッラ ー の 使徒 ( 遂 ) は 言い まし た : 
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教 友 ア ッ バ ー ス () は 、 
れ ) と いう 女性 の ヨ 
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ある 者 が アッ ラー の 使徒 


防止 する 社会 で 
滞 だ ざれ ます 。 
の で ある 限り に 
( 授 ) に 























徒 よ ! 私 は 孤 り 
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の 少女 の 面倒 
人 いる の で す 。 
は 前 者 を 好む の で す が 、 
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だ 避 





結婚 ほど よい も の は な い 。」 
































ノミ 1 


= ラダ 6 仙 友 (C デ ッ 
だ で ある 奴 半 身 分 の ムギ ー ス が 、 
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一 人 は 裕 














を 見 て いる の で す 
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彼女 邊 
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一 体 ど ちら と 結婚 させ る べき で し ょ 2 う 
「 お 互い に 愛し 合う 者 
(アル テハ ー キ ム 


介する こと を 奨 励 


ラー の ご 満悦 あ 
あご ひげ か ら 
に IDRSS ブル ジグ 





「 ア ッ バ バース よ 、 ム ギー ス の バリ ー ラ に 対す る 愛情 に は 驚く べ 
きも の が ある な 。 彼女 は 彼 を 好い て いな いと いう の に ! 


それ か ら ア ッ ラ ー の 使徒 ( 簿 は バリ ー ラ に こう 言い まし た : 
う し て 彼 の 所 に 戻ら かない の か ?」 彼女 は 
np 令 さ れ て いる の で すか ?」 彼 ( 仁 ) は 言い ま 
「 私 は 彼 の た め に 仲介 に 入っ た に 過ぎ な い 。」 す る と 彼女 


私 に そう する よう 、 
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仁 言 まし た : 
ー リ ー の 伝承 ) 





彼女 を 適切 で 敬 
は 目 分 の 後見 下 に 
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「 私 は 彼 が 必要 で は な い の で す 。 








男性 が 自分 の 後見 下 に ある 

に 結婚 させ る こ 間 奨励 
2 と っ て 、 最 善 の も の を : 
( 納 ) は こう 仰い ます : 
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性 に 関す る イス ラー ム 視 点 


- それ か ら (ムー サー は ) マ ド ッ ヤン の 水 場 に や っ て 来 た が 、 
そこ で (家畜 に ) 水 を や っ て いる 人 の 集団 を 目 に し た 。 そ し て 
そこ か ら 離 れ た 所 に 、 ( 水 場 に 近づけ ず に 家畜 を 押し 留め て い 
る ) 二 人 の 女 が いた 。 (ムー サー は 彼女 ら に ) 言っ た : 「 お ふ 
た 方 、 ど うな され まし た ?」 二 人 は 言っ た : 「 羊 飼い た ち が 
(彼ら の 家畜 を 水飲み 場 か ら ) 立ち 去ら せる まで 、 私 た ち は 
(自分 た ちの 家畜 に ) 水 を や る こと が 出来 ませ ん 。 私 た ちの 父 
は と て も 年 者 いて いま す 。」 そ れ で ムー サー は 彼女 た ちの た め 
に 水 を 当 ん で や り 、 そ れ か ら ( 木 ) 陰 に 赴 い た 。 彼 は 言っ た : 
「 主 よ 、 私 は あな た が 私 に 下さ れ た よき も の に 負え て いま 
す 。」 す る と や が て 件 の 二 人 の 内 の 一 人 が は に か みな が ら や っ 
て 来 て 、 こ う 言 っ た : 「 父 が あな た の こと を ご 招待 し て お り ま 
す 。 私 た ち (の 家畜 ) に 水 を や っ て 下さ っ た お 礼 を し た いそ う 
で す 。」 そ れ で 彼 (ムー サー) は 彼 の も と を 訪れ 、 彼 の 身の上 
話 を し た 。 す る と 彼 (父親 ) は 言っ た : 「 恐 れ な く て も 結構 で 
す 。 あ な た は も う 不 正 の 民 の も と か ら 人 逃れ た の で すか ら 。」 そ 
し て 二 人 の 女 の 内 の 一 人 が 言っ た : 「 お 父さん 、 彼 を お 雇い な 
さい 。 実 に あな た が 雇う の に 最善 な の は 、 強 く て 信頼 の お ける 
人 で す 。」 彼 (父親 ) は 言っ た : 「 も し あな た が 8 年 間 私 の た 
め に 働い て くれ た ら 、 私 は この 二 人 の 娘 の 内 の 一 人 を あな た に 
嫁 が せ た く 思い ます 。 も し 丸 10 年 働い て 下さ る の な ら 、 そ れ 
に 越し た こと は あり ませ ん が 。 私 は あな た に 無理 を 申し 付け た 
く は ご ざい ませ ん し 、 あ な た は - アッ ラー が お 望み に な られ る 
の な ら - きっ と 私 が 廉 深 な 者 で ある こと が お 分 か り に な る で し 
ょ よう 。」 彼 (ムー サー) は 言っ た : 「 私 と あな た の 間 で その よ 
うに 取り 決め まし ょ う 。 い ずれ の 期限 を 満た す に し ろ 、 私 を 責 
め な いで 下さ い 。 ア ッ ラ ー こ そ は 私 た ちの 言っ た こと の 証人 で 
す 。」, (クル アー ン 28 : 23 一 28) 


まだ サー リム プシ ジ シャ アデ アデ ドック プ ーー は 、 そ の 炎 ア デジ ドッ ター・ 
ブン ・ ウ マル が 伝え る 、 そ の 父 ウ マル ・ プ ブン ・ ア ル テ ハ ッ タ ー ブ 
( あ ) の 言葉 を 次 の よう に 伝え て いま す : 
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性 に 関す る イス ラー ム 視 点 


「 私 の 娘 ハ フサ が その 夫 フ ナイ ス ・ ア ッ テ サ ハミ ー を 亡くし た 
時 4 和 は ウマ ーー ア ジャ アッ ウジ ーー の に 今 の で 、 こう 言っ 
た : “も し お 望み な ら 、 私 は 娘 の ハフ サ を あな た に 嫁 が せよ うと 
思う の だ が 。” 」 彼 は こう 答え た : 「 考 えさ せ て 欲し い 。」 そ れ 
で 私 は 待ち 、 数 日 後 彼 は こう 返答 し た : 「 今 の 所 、 私 は 結婚 する 
気 は な い 。」 そ れ か ら 私 は アブ ー・ バ クル (W) に 会 い 、 こ う 言 っ 
09 の 2 80 人 309 

思う の だ が 。」 彼 は 暫く 洗 黙 し 、 結 局 い か な る 返答 は し て くれ な 
か っ た 。 私 は ウス マー ン (@) の 時 より も 彼 1 こ 腹 を 立て た 。 し か し 
その 後 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 有 が ハフ サ に 求婚 し て きた の で 、 私 は 彼 
に 嫁 が せ た 。 その後 アプ ブー・ バ クル (g) は 私 に 会 っ た 時 、 こ う 言 
っ た : 「 あ な た は ハフ サ を 私 に 嫁 が せよ うと し た 時 に 、 私 が 返答 
し な か っ た こと に 対し 、 私 に 腹 を 立て た で あろ う ?」 私 は 言っ 
た : 「 あ あ 。」 ア ブー・ バ クル ( あ ) は 言っ た : 「 私 が あな た の 
し 出 を 受け 入れ な か っ た の は 、 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 朋 が が ハフ サ の こ 
と に つい て 話し て いる の を 聞い た か ら な の だ 。 そ し て 私 は 彼 の 秘 
密 を 露 わ に こし た く は な か っ た 。 し か し も し 彼 が 彼女 と 結婚 し な か 
っ た ら 、 私 が 間違い な く 彼 女 と 結婚 し て いた で あろ う 。」 (アル 
ー テ ブ ハ ー リ ー の 伝承 ) 


































































































ww の の SW 演 ンク 
2 くつ いこ うく 
SNS の NSX 
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彼 は アッ ラー の 使徒 の 教 友 で し た が 、 バ ドッ ル の 戦役 の 後 、 マ ディ ー ナ 
で 没 し まし た 。 
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性 に 関す る イス ラー ム 視 点 
第 三 の ス テッ プ : 結婚 の 規約 と マハ ル (贈与 財 ) 、 
そし て 婚 宴 


存 邦 た お グ る 本 敵 と 衝 ゲ 


1. 両者 共に その 結婚 に 合意 を 示す こと 。 ア ッ ラ テー の 使徒 ( 胡 ) は 言 
いま し た : 


「 “(未亡人 離婚 女性 な どの ) 既婚 女性 は 、 明 確 に その 意志 
を 確認 する 前 に 結婚 させ て は な ら な い 。 ま た 初 既 女 性 は その 同 
意 を 得る 前 に 、 結 婚 さ せ て は な ら な い 。”" ( 教 友 た ち は ) 言い 
まし た : “アッ ラー の 使徒 よ 、 ( 初 尋 女性 の ) 同意 と は いか 
に ?” ( 言 者 は ) 言い まし た : “ ( 初 既 女 性 の 同意 と は 、 
恥 心 ゆえ の ) 沈黙 で も る 。” 」 (アル テ ブ ハー リー と ムスリム 
の 伝承 ) 


も し 女性 が 誰か と の 結婚 を 強制 され た 場合 、 彼 女 に は その 結婚 を 
解消 する 権利 が あり ます 。 女 性 の 教 友 の 一 人 、 ハ ン サ ー・ ア ルミ 
アン サー リー ヤ は 父親 に よっ て 好ま な い 相 手 と の 結婚 を 強制 され 
まし た が 、 そ れ を アッ ラー の 使徒 ( 朋 ) に 訴え た と ころ 、 そ の 結婚 は 
解消 さん まし た 。 (アル = テ ブ ハー リー の 伝承 ) 


これ ら の 予防 策 は 、 好 まな い 相 手 と 結ば れ た 配偶 者 同士 が 、 互 い 
に 騙し 合っ た りす る こと に よっ て 家庭 が 崩壊 し た り 、 社 会 に 悪 が 
は び こ っ た り し な いよ うに する た め の 予 防 策 で す 。 



















































































































































































2. 結婚 の 有効 性 の 条件 と し て 、 女 性 側 の 後見 人 の 存在 が あり ま 
す 。 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 朋 ) は 言い まし た : 


「 後 見 人 と 2 人 の 信頼 の お ける 証人 が な けれ ば 、 そ の 結婚 は 有 
効 で は な い 。 も し それ ら な し に 結婚 が 強行 され れ ば 、 そ れ は 虚 
偽 の 結婚 で あや る 。 そ し て も し 互い に 争う の で あれ ば 、 そ の 時 は 
イス ラー ム 法 統治 者 が 後見 人 の いな い 女 性 の 後見 人 と な る 。」 
(イブ ン ・ ヒ ッ バ パー ン の 伝承 ) 


これ は 近親 関係 が 断絶 し な いよ うに する た め の 予 防 策 で す 。 通 
常 の 場合 、 後 見 人 は より 知識 を 備え 、 ま た その 監督 下 に ある 者 に 
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対し て 有益 な も の を 所 望 す る も の で す 。 彼 は 彼女 を 幸せ に し て く 
れる よう な 、 適 切な 相手 を 選ぶ こと で し ょ 2 う 。 




















ーー ン 

















も し 女性 に 男性 の 後見 人 が いな か っ た り 、 あ る い は 彼女 が 彼女 

に ふさ わし い 相 手 と 結婚 する こ と を 家族 が 妨害 し た りす る 場合 、 
0 日 335 の (に の の PE 
ッ ラ ー の 使徒 () は 言い まし た : 「 後 見 人 の な い 女 性 に は 、 イ スラ 
ー ム 法 統 治 者 が その 後見 人 と な る 。」 









































教 友 イブ ン ・ ア ッ パ バース ( ぁ ) は 以下 の クル アー ン の 節 を 、 こ 2 う 解 
LCSMS ま SR 


- 信仰 者 た ちよ 、 妻 を 相続 する こと は あな た 方 に と っ て 非 合 法 
で ある 。 そ し て あな た 方 が (マハ ル と し て ) 妻 に 贈っ た 物 の 一 
部 を 取り 戻 そ うと し て 、 彼 女 ら に 嫌がら せ を し て は な ら な い 。 
但し 彼女 ら が 明らか な 不貞 を 働い た 場合 は 別 で ある 。 そ し て 妻 
と 有 熟 ろ に 付き 合う の だ 。 例 え あ な た 方 が 彼女 た ち を 嫌っ て も 、 
アッ ラー は あな た 方 の 嫌う も の に 沢山 の 良き も の を 授け て 下さ 
る か も し れ な い の だ か ら 。, (クル アー ン 4 : 19) 
































イス ラー ム 以 前 の アラ ブ の 無明 時 代 に IE 
ER の きき の PU の まだ が あり まし た 。 
後見 人 の 資格 を 有する 者 の 内 の 望む 者 が 彼女 を 要 っ た り 、 あ る い 
は 彼女 が 再婚 する こと を 阻止 し た りす る こと が 出来 た の で す 。 そ 
MC で デル テ ー ば 下記 の 人 節 を 麻 朱 し まい た 。 




































































3. 両者 が 結婚 に 合意 し た ら 、 夫 側 は 妻 側 に マハ ル を 支払 う 義 務 
が あり ます 。 ア デッラ ー は こう 仰い まし た : 











- そし て 女性 た ち に マハ ル を 、 定 め ら れ た も の と し て 贈る の だ 。 
そし て も し 彼女 ら が 自ら 進ん で それ を 譲る と いう の な ら 、 そ れ 
を 有 上 将 く よい 形 で 頂く の だ 。, (クル アー ン 4 : 4 





マハ ル は 適切 な 価格 で ある べき で す 。 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 鞍 は 言 
JE7S 3 





「 女 性 の 祝福 の 印 は 、 マ ハル や 苦 役 (出産 の こと ) 、 そ し て 結 
婚 の 容易 さ で ある 。」 (アル テハ ー キ ム の 伝承 ) 
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また 第 2 代 カ リフ の ウマ ル ・ ブ ン ・ ア ル テ ハ ッ タ ー プ ( あ ) は こう 
言っ て いま す : 

「 マ ハル を 高く する の で は な い 。 そ うす る こと が 現世 に お いて 
賞 養 す べき こと か 、 あ る い は 敬 庶 さ の 印 で あっ た と し た な ら ば ビ 、 
アッ ラー の 使徒 ( 朋 ) が そう し て いた で あろ うか ら 。 し か し 彼 は 妻 
と 結婚 する 時 で も 、 娘 を 嫁 が せる 時 で も 、 (マハ ル を ) 12 オキ ー 
ヤ 以 上 に は し な か っ た の で ある 。」 (アッ = ニティ ルミ ズィー、 
の 0 る の や ウー ドー イク どの ラージ の 全 泊 ) 
結婚 の 契約 に お いて 定め た いか な る 条件 も 、 遵 守 し な けれ ば な 
り ま せん 。 そ し て 配偶 者 同士 は 、 そ こ で 取り 決め られ た 条件 を 守 
る 義務 が あり ます 。 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 組 ) は こう 言い まし た : 

「 最 も 遵守 すべ き 条 件 は 、 結 婚 に 関す る それ で ある 。」 (アル 

テ ブ ハー リー の 伝承 ) 
そし て 新郎 新婦 は 幸福 を 分 か ち 合う べく 、 近 親 や 友人 ら を 婚 宴 
に 招き ます 。 そ し て それ は 結婚 を 公 的 に 宣言 する 目的 を 果たし 
す 。 

た の の グ ジッ マー リグ (8) よ れき ば 、 才 友 アア ドッ ラバ マー 
ン ・ ブ ン ・ ア ウフ () が マッ カ か ら マ ディ ー ナ へ と 移住 し た 際 、 ア 
ッ ラ ー の 使徒 ( 遂 ) は は 後 と マデ ィ ー ナ の アン サー リー2% で あっ た サ ア 
ド と の 間 に 上 兄 弟 関係 を 築き まし た 。 サ アド に は 妻 が 二 人 あ っ た の 
で 、 彼 は その 妻 の 一 人 と 財産 の 半分 を 彼 に 分 け 与え る こと を 提案 
じ 持 も 閥 。 し が じ ア デア デ ドッ クハ マー シン 区 こ う い まし た 。 リア デ ッ 
ラー が あな た の 妻 と 財産 に 祝福 を 与え て 下さ る よう 。 た だ 私 に 市 
場 の 場所 を 教え て 欲し い 。」 そ し て アブ ドッ ラ ハ マ ー ン は 市 場 へ 
赴く と 、 い くば く か の 乾燥 ヨー グル ト と バタ ー を 安く 仕入れ まし 
た 。 そ し て その 数 日 後 、 ( 生 人 0 の 使徒 ( 緩 ) は 彼 の 衣服 に 黄色 い 染 
料 が 付い て いる の を 目 に し 、 こ う 尋 ね まし た : 「 ア プ ド ッ ラ ハマ 
ー ン よ 、 そ れ は 何 か ね ?」 彼 は 答え まし た : 「 ア ン サ ー ル の 女性 
と 結婚 し た の で す 。」 ア デッラ ー の 使徒 ( 瘍 ) は 尋ね まし た : 「 マ ハル 


















































ーー ン 
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9 1 オキ ー ヤ は 40 銀 デ ィ ル ハム 相当 で あり 、 つ まり 12 オキ ー ヤ は 480 銀 デ 
イィ イル ハ ム 相当 に な り ま す 。 
や 26 頁 の 脚注 17 を 参照 の こと 。 
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は いく ら や っ た の だ ?」 彼 は 答え まし た : 「 ナ ツメ ヤシ の 種 一 粒 
分 の 金 で す 。」 そ し て アッ ラー の 使徒 ( 個 ) は 言い まし た : 
「 婚 宴 を 開く が よい 。 (振舞 う の が ) 例え 羊 一 頭 だ け で あっ 
て も 。」 (アル テ ブ ハー リー の 伝承 ) 
婚 奄 に お いて 、 浪 費 し て は な り ま せん 。 ア ッ ラ ー は こう 仰っ て 
いま す : 
- 実に 浪費 する 者 は シャ イタ ー ン の 同 抱 で あり 、 そ し て シャ イ 
ター ン は その 主 に 対し て この 上 な く 乱 知ら ず な の で ある 。, 
(クル アー ン 17 : 27) 
そし て 婚 宴 に 招待 され た 者 は 、 正 当 な 理由 が な い 限 り 、 そ れ に 
応じ な けれ ば な り ま せん 。 ア ッ ラ ー の 使徒 (人 ) は 言い まし た : 
「 婚 宴 に 招待 され た ら 、 そ れ に 応じ る の だ 。」 (アル テ ブ ハー 
リー の 伝承 ) 
また 婚 宴 に 出席 し た 者 は 、 旭 の 主催 者 に アッ ラー の 使徒 ( 細 ) か 
ら 伝わる 以下 の よう な 祈願 の 文句 を 告げ る べき で す : 
・ お 5 し っ ゅ は うし ・ な 5 計 に 引 | 
デッラ テー フン マグ ファ ルル ・ ラ フス 、 アル ハス ンジ ノ 。 
ジ バーク ク ・ ラ フス ・ フ ファー マー・ ラ ダク タフ スム 
「 ア ッ ラ ー よ 、 彼 ら を 赦 し 、 彼 ら に ご 慈悲 を お か け 下 さい 。 そ 
し て あな た が 彼ら に 御 恵 み に な っ た も の に お いて 、 彼 ら を 祝福 
し て 下さ い 。」 (イブ ン ・ ヒ ッ バ パー ン の 伝承 ) 
また 招待 客 は 、 晴 れ て 結婚 し た 新郎 ある い は 新婦 の た め に 、 以 
下 の よ うな 祈願 の 文句 を 述べ ます : 
二 さき し SE Az あ 5 移 あし 
































































































































クボ ペー ジン アー ジィ クタ 、 シー パー ジン シー シシ イン 。 
の 222 た の 2 の 0 グン グン ビュ ンー の 2 の 0 
「 ア ッ ラ ー が (あな た 方 の 結婚 に お いて ) あな た 方 に 祝福 を 与 
え 、 降 り 注 いで くれ ます よう に 。 そ し て あな た 方 二 人 を よき も 
の に お いて 、 緑 結び し て 下さ いま す よ うに 。」 (アブ ー・ ダ ー 
ウー ド と イブ ン ・ マ ー ジ ャ の 伝承 ) 
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尚 結婚 を 公 に する と いう 5 意味 で 、 こ の 場 に お いて 女性 が 手 太鼓 
いて 歌 を 歌う こと も 許さ れ て いま す 。 但 し その 歌 は 性 的 興奮 
煽る こと の な いよ うな 、 無 害 お な も の で な けれ ば な り ま せん 。 


アッ ラー の 使徒 ( 旨 は 、 ア ン サ ー ル の 男 に 嫁ぐ 女性 の た め に 新婦 
こし て の 事 備 を 皇 伝っ て いた アー イシ ャ (彼女 に アッ ラー の ご 満 
悦 あ れ ) ( こ 、 ーー と <⑫ 言い ま ラ 症 ': 3 


「 ア ー イ シャ よ 、 あ な た は ( 婚 宴 の 際 ) アン サー ル が 楽し な よ 
うに 、 楽 し まな か っ た の か ?」 (アル テ ブ ハー リー の 伝承 ) 
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Sv = = の 
7 0 人 N 0 
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初夜 に 関す る エチ ケッ ト 


新郎 新婦 が 初め て 二 人 き り の 時 間 を 迎え る 時 、 新 郎 は 二 人 が 
い 関 係 を 結び 、 か つ 両 者 間 の 不安 や 心配 が 消え 去る よう に 
用 で 接近 し 、 優し く 話し か ける こ と が 旬 





























に 心地 よい 




















こ 、 新 婦 
め ら れ て いま 


























すら デスタ マー ウー ビン トス ヤヤ イィ 
あれ ) は 、 以 下 の よ うな 話 を 伝え て v 


ー 








「 私 は アッ ラー の 使徒 ( 偽 ) の た め ( 
準備 を 施し て いま し た 。 そ し て 彼 ( 租 
の 隣 に 腰 を 下ろ し まし た 。 そ こ に 























ー ュ 





ド (彼女 に ブッ ラー の ご 慈悲 
ます 1 


アー イシ ャ に 新婦 と し て の 
gy を 呼ぶ と 、 や っ て 来 て 彼女 
ミル ク の 入っ た 瓶 が 持っ て 来 











られ 、 彼 は 














た 。 彼女 ( 





よそ こ か ら 飲 ん だ 後 、 
+ よ 戸惑っ て 、 





それ を アー イ シャ に 手渡 
頭 を 下げ まし た 。 私 は 





度 し まし 
、 彼 女 を 知 あめ てこ 








う 言 いま し た : “アッ ラー の 使徒 
さい 。” それ で 彼女 は それ を 手 ( 























それ か ら ア ッ ラ ー の 使徒 ( 遂 ) は 彼女 に 


REN う 言 いま し た 。 私 は 言 





ご 、 ヽ 


0 - それ で 役 は そこ 
出し て くれ まし た 。 私 は 
同じ 場所 か ら 飲も うと 、 痕 を 回 
し た : “ 他 の 女性 た ち に も や り 
た : “(この よう な 素晴らし いこ 
で アッ ラー の 使徒 ( 遂 ) は 





























[座り 、 ア ッ ラ ー の 使徒 () が ヒ 
し まし た 。 それから 彼 は 


言い ま じ 洲 5 ・ 


手 を 乗せ て 次 の よう な 祈願 の 文句 を ! 





E( 仁 ) の 手 か ら そ れ を 受け 取り な 
に する と 、 そ こ か ら 飲 み ま し た 。 
こ 、 彼 女 の 伴 但 た ちら に も それ 
いま し た : “アッ ラー の 使 

















徒 














分 で お 飲み に な り 、 そ れ か ら あ な た の 手 で それ を 私 に 


か ら 飲 むと 、 そ れ を 私 に 差し 
を つけ た 
言い ま 
な さい 。 "彼女 ら は 言い まし 
と は ) 信じ られ な い !『 
"負え と 嘘 を 一 緒 に 
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旧 ズ え 





いけ な い 。” 」 (イブ ン ・ マ ー ジ ャ の 伝承 ) 
0 新婦 の 額 に 
る の も 、 


5 お 3 
az と し を し たり ゆな 
4J と こえ し) b 洲 


デ ッ ジ テージ ンマ ・ ブ プン ニー 
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言 者 ムハンマド ( 艇 ) か ら 伝わる スン ナ に 則っ た 行い で 


ji を 宙 


と みう 


・ グ スグ アル みみ ・ ハ ブラ ハー、 


性 に 関す る イス ラー ム 視 点 
0 の RE TP の ウッ グン ダ と 
る ウー や 9 ツェ ジィ ング 
ne0 有 NZ NZ の の 


「 ア ッ ラ ー よ 、 私 は 彼女 に ある 良き も の を 求め 、 あ な た が 彼女 
を その よう に 創造 され た と ころ の 良き も の を 求め ます 。 そ し て 
彼女 の 悪 か ら 、 そ し て あな た が 彼女 を その よう に 創造 され た と 


ころ の 悪し きも の か ら の ご 加護 を 求め ます 。」 (アル テ ブ ハー 
リー の 伝承 ) 


②. く スラ うな ラス 3 
2 
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性 交渉 に 関し て 
イス ラー ム は 性 欲 を 満足 させ る こと を 、 自 然 な 本 能 と 見 な し て 



































いま す 。 但し それ は ある 規律 に 則っ て 、 適 切な や り 方 に お いて 送 
行 し な けれ ば な り ま せん 。 結婚 の 目的 は 配偶 者 同士 が お 互い に 、 
快適 さと 精神 的 安定 を 見 出す こと で も ある の で す 。 

































































アタ ター 航 人 の まし た 。 

- そし て (アッ ラー が ) あな た 方 の た め に 、 あ な た 方 が そこ に 
留まる た め の 配 偶 者 を あな た 方 自身 か ら 創 られ た こと は 、 か れ 
の み し る し の 1 つ で ある 。 そ し て か れ は あな た 方 の 間 に 、 愛 情 
と 慈悲 の 念 を 授け られ た 。 実 に そこ に は 熱 考 する 民 へ の み し る 
し の 数 々 が ある の だ 。, (クル アー ン 30 : 21) 





結婚 は イス ラー ム に お いて 推奨 され て いま す 。 教 友 ジ ャ ー ビ 


ル ・ プ ン ・ ア デブ ド ッ ジ ラー(W) は こ うう 伝え て いま すず : 「 条 の 人 交 は 7 人 














(ある い は 9 人 ) の 娘 を 残し て 先立ち 、 私 は 結婚 歴 の ある 夫人 と 











結婚 し まし た 。 そ れ で アッ ラー の 使徒 ( 遂 ) は 、 私 に こう 尋ね まし 
CS 


“ジャ ー ビ ル よ 、 結 婚 し た か ?” 私 は 言い まし た : “ええ 。” 
彼 は 言い まし た : “(彼女 は ) 初婚 か 、 それ と も 既婚 者 か ?”" 
私 は 言い まし た : “既婚 者 で す 。” 彼 は 言い まし た : “どう し 
て 一 緒 に 遊ん だ り 、 笑 い 合っ た り 出 来る 若い 乙女 と 結婚 し な か 
っ た の か ?” それ で 私 は 言い まし た : “ 父 は 亡くな り 、 娘 た ち 

区 半 | に お DSCGDG け の 光 の 員 お 5 
する こと を 避け 、 既 婚 者 の 女性 を 選ん だ の で す 。 彼女 は 私 の 姉 
妹 の 面倒 を 見 て くれ る で し ょ う 。"” それ で 預言 者 は 言い まし 
た : “アッ ラー が あな た を 祝福 され る よう 。” (アル テ ブ ハー 
リー の 伝承 ) 



















































































配偶 者 間 の 性 交渉 は 重要 で す 。 そ うす る こと に よっ て お 互い の 











愛情 や 配慮 、 関 心 は 増加 し ます 。 預言 者 ムハンマド ( 遂 ) は こ う 言 い 


ご づ 








だ 5 


「 ア ッ ラ テラー の 想念 を 伴わ な いあ ら ゆ る も の は 無益 な 遊興 で ある 
が 、 次 の 4 つ は その 限り で は な い : 男性 が その 妻 と 性 交渉 する 
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性 に 関す る イス ラー ム 視 点 


こと 。 馬 を 鍛え る こと 。 射 的 の 訓練 。 水泳 を 学ぶ こと 。」 ( サ 


ヒー フ ・ ア ル ニ = ジャ ー ミ 






































ウ に 収 
偶 者 は 互い に 相手 の た め に 


錠 K され た 伝承 ) 





、 身 な り を 整え て お か な けれ ば な 


り ま せん 。 ま た よい 香水 を つけ た り 、 綺 麗 な 服装 を する な ど し 、 
衛生 的 に も 清潔 を 保 た な けれ ば な り ま せん 。 そ うす る こと で お 互 
い の 愛 情 は 増す の で す 。 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 遂 ) は こ う 言 いま し た : 



































「 ア ッ ラ ー は お 美しい お 方 で あり 、 そ れ ゆ え に 美 を 愛さ れ 


る 。」 (ムスリム の 伝承 ) 


ナー フィ ツ ( 彼 に アッ ラー の ご 慈悲 あれ ) は 、 教 友 ア プ ブ ド ッ ラ 

・ ブ ン ・ ウ マル () が 純 料 な 洗 香 と 樺 脳 が 混じっ た 沈香 を 体 に つ 
人 "2 の 因 ( 才 | は は 
必 江 中 だ 言 の だ 紀 を 偽 え て いま ます) 























NM 
































ー の 伝承 ) 








WE イシ ャ (彼女 に フッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言っ て いま 
「 私 は アッ ラー の 使徒 ( 授 ) が 携え て 来 た 最良 の 香水 で も っ て 、 
人 寺 8 の そし て その 輝き は 、 彼 の 頭 
部 と あご ひげ に 見 て 取る こと が 出来 まし た 。」 (アル テ ブ ハー リ 





っ て 体 に 芳香 を ま と わ れ て いま 
(ムスリム の 伝承 ) 















































教 友 イブ ン ・ WM 
に 身なり を 整え る よう に 、 彼 女 の た め に 身なり を 整え ます 。 ま た 
私 は 後 女 の 全 て の 権利 を 満た し て や る こ と が 出来 な い ゆ え 、 私 も 


















































彼女 に 対し て 自分 の 全て の * 











は ほう 作 つ で いま ず う 





- そし て 彼女 た ち (妻たち ) 














E 利 を 要求 し た り は し ませ ん 。 ア ッ ラ 





に も 、 役 女 た ち が (その 夫 に 対し 


て そう する よう に ) 義務 付け られ て いる よう な 、 よ い 形 の 接し 
(グレ アー デーツ 2 228) 


方 を され る 権利 が ある 。, 


SVC 


eyY 7 


の NOS2NSNX 
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性 に 関す る イス ラー ム 視 点 
性 交渉 の 形式 
. 間 写 に な いで 


配偶 者 同士 は お 互い に 完全 な 裸体 を 晒し 、 か つ お 互い に 見 る こ 
と が 可能 で す 。 バ ハズ ・ ブ ン ・ ハ キー ム は その 父 を 通し 、 彼 の 祖 
父 ( 痛 ) が 次 の よう に 言っ た と 伝え て いま す : 

「 ア ッ ラ ー の 使徒 よ 、 私 た ち は 恥部 を どこ まで 覆う べき で す 
か ?」 アッラー の 使徒 ( 骨 ) は 答え まし た : 「 恥 部 は 完全 に 覆う の 
だ 。 但 し あな た の 妻 と 奴隷 女性 3 は 別 で ある が 。」 私 は 彼 に 尋ね 
まし た : 「 人 々 が 集まっ て いる 場所 で は どう すべ き で すか ?」 
彼 は 答え まし た : 「 他 人 が あな た の 妻 に 視線 を や ら な いよ うに 
する こと が 出来 る の で あれ ば 、 そ う し な さい 。」 私 は また 尋ね 
まし た : 「 ア ッ ラ ー の 使徒 よ 、 そ れ で は 一 人 きり の 時 は ?」 彼 
は 言い まし た : 「 人 は 他人 より も 、 ア ッ ラ ー に 対し て 差 恥 心 を 
抱く べき で ある 。」 (アブ ー・ ダ ー ウ ー ド の 伝承 ) 
配偶 者 は お 互い に 、 気 の 赴く まま に お 互い を 楽し むこ と が 出来 
ます 。 但し 性 交 は 適切 な 部 位 で も っ て な され な く て は な り ま せん 
(つま り 肛 門 を 用 いて は な り ま せん ) 。 


















































































































































教 友 イブ プン ・ ア ッ パ バー ス (w) は 、 あ る 時 ウマ ル ・ ブ ン ・ ア ル = テ ハ 
ッ タ ー プ () が アッ ラー の 使徒 ( 有 の 所 に や っ て 来 て 、 次 の よう に 
言 全 だ ど 令 えて いま ます: ! デッラ ジー の 便 徒 よ 、 私 は も うだ めで 
す ! ” アッ ラー の 使徒 ( 遂 ) は 言い まし た : “ 何 が だ め な の だ ?” ウ 
マル は 言い まし た : “昨夜 、 私 は 妻 と 違う 形 で 交わ っ て し まっ た 
の で す 。2” アッ ラー の 使徒 ( 個 ) は 彼 に 何 も 言 いま せん で し た が 、 
で その と と に つい て アッ シー が 次 の 座 示 を お 下 し に な り ま し た : 


- あな た 方 の 妻たち は あな た 方 の 耕作 の 場 で や る 。 ゆ え に ど こ 
で も 望む 所 か ら 、 耕 作 す る が よい 。, (クルアーン 2 : 223) 



























































4 奴隷 は イス ラー ム 以 前 か ら 存 在 し て お り 、 イ スラ ー ム 到来 後 も 急 層 撤廃 
され る こと な く 存 続 し 続け まし た 。 し か し 折 に 触れ て 奴隷 の 解放 が 義務 付け 
られ 、 あ る い は 推奨 され て いる の を 鑑み れ ば 、 奴 隷 に 対す る イス ラー ム の ス 
タン ス は 明らか で す 。 
2 つま り 彼 は 、 後 背部 か ら 性 器 ど う し で 妻 と 交わ り ま し た 。 
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性 に 関す る イス ラー ム 視 点 





そし て アッ ラー の 使徒 ( 朋 ) は 言 


"あな た 方 の 妻 が 月 経 で は な い 時 に 、 好 き な 形 で 彼女 ら と 交わ 
る が よい 。 但し 女性 器 に よっ て 性 交 す る の だ 。” 」 (アッ テテ 


向 こ の 伝承 は 、 妻 の 月 経 ! 


イィ ルミ ズィー の 伝承 ) 








N ま 75 

















に 夫 が 彼女 と 共に 飲食 し た りす る こ 


と を 回 避 し な けれ ば な ら な い 、 と いう こと を 意味 する の で は あり 





は 、 


ませ ん 。 預言 者 ムハンマド () 











こう 言っ て いま す : 


「 私 が 月 経 に ある 時 で も 、 ア 





妻 の 一 人 で あっ た アー イシ ャ (@) 


ッ ラ ー の 使徒 ( 遂 ) は 私 が 口 を つけ 


て 飲ん だ 器 の 同じ 場所 に 口 を つけ て 飲み 、 ま た 私 が 食べ た 肉 を 
同じ 場所 か ら 食べ た も の で し た 。」 





























また 妻 が 月 経 中 に ある 場合 で も 、 性 交 に 及ば な い 範 囲 で お 互い 





を 楽し み 合 うこ と は 許さ れ て いま す 。 教 友 ア ナス ・ ブ ン ・ マ ー リ 
ク は 言い まし た : 「 ユ ダ ヤ 教 徒 は 女性 が 月 経 中 の 際 に は 、 彼 女 ら 


ど 美 識 飲 食 じ し たり せ ず 。 ヨ 












































また 家 に いる 時 で も 近付い た り は し ませ 








ん 。 そ れ で 教 友 の 一 人 が 、 そ の こと に つい て アッ ラー の 使徒 ( 有 ) に 
和 乳 ね まし た 。 次 の 節 は 、 こ の こと に 関し て アッ ラー が 啓示 され た 
も の で す : 


- あな た 方 の 妻たち は あな た 方 の 耕作 の 場 で も や る 。 ゆ え に ど こ 
で も 望む 所 か ら 、 耕 作 す る が よい 。 そ し て 自分 自身 の た め に 、 
(よい こと で も っ て 来世 に 向け て ) 準備 し て お く の だ 。 ア ッ ラ 
ー を 虹 れ 、 あ な た 方 が か れ の も と へ と 向かう 境遇 で ある こと を 
知れ 。 そ し て 信仰 者 に は 吉報 を 伝え る の だ 。, (クル アー ン 
2 : 223) 


ご づ 


ユダ ヤ 教 信 
の 男 は あら ゆる 物 











また アッ ラー の 使徒 (は 言い 





RC 


“(月経 中 で も 、) あな た 方 の 妻 と 楽し な が よい 。 し か し 性 


交 は する の で は な い 。” 」 ( 








(VN 、 


の の 癌 | 


E ら は この 話 を 聞い た 時 、 


ムスリム の 伝承 ) 


の SSDG だ や 
私 た ちと は 別 の こと を し た が 
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性 に 関す る イス ラー ム 視 点 


それ で 教 災 ウサ イド ・ デ ンプ ザイ ル と アッ バ パード ・ ブ ン ・ ゼ 
シュ ル は 、 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 遂 ) に ユダ ヤ 教 徒 ら が 語っ た こと を 伝え 、 
こう 言い まし た : 「 妻 が 月 経 中 は 、 彼 女 ら と の 交渉 を 避け た 方 が 
よろ し い の で は な いで し ょ うか ?」 そ れ を 聞い て 、 ア ッ ラ ー の 使 
徒 ( 遂 ) は 腹 を 立て 、 彼 ら 教 友 2 人 は その 場 を 去り まし た 。 そ の 後 あ 
る 者 か ら ア ッ ラ ー の 使徒 ( 朋 の も と に ミル ク の 差し 入れ が あり 、 彼 
は 件 の 教 友 2 人 が 彼 の 怒り を 買っ た の で は な いこ と を 知ら せる 
く 、 彼 ら を 呼び 戻し まし た 。 (ムスリム と アブ ー・ ダ ー ウ ー ド の 
伝承 ) 


また 教 友 ジャ ー ビ ル (@*) は 、 こ う 伝 えて いま す : 「 ユ ダ ヤ 教 徒 ら 
は こう 言っ て いま し た : “後背 部 か ら 交 わっ て 出来 た 子供 は 、 作 
視 で 生ま れる 。” それ で アッ ラー() は 次 の 節 を 啓示 され まし た : 


- あな た 方 の 妻たち は あな た 方 の 耕作 の 場 で や る 。 ゆ え に ど こ 
で も 望む 所 か ら 、 耕 作 す る が よい 。, (クル アー ン 2: 
223) 」 


ジャ ー ビ ル (@) は こ う 言 いま す : 「 夫 は 妻 と 望む が まま に 交わ る 


こと が 出来 る 。 但 し 性 交 は 女性 器 に お いて 行わ な けれ ば な ら な 
い 。」 (ムスリム の 伝承 ) 





































































































配偶 者 同士 が 性 交渉 に 望む 際 、 デ アッ ラー の 御名 や 、 以 下 の 伝承 
で 伝え られ て いる 預言 者 へ ハンマ ド ( 箇 ) の 祈願 の 文句 を 唱え る こと 
は スン ナ (預言 者 の 慣行 ) で す 。 ア ッ ラ テラ ー の 使徒 ( 遂 ) は 言い まし 
2628 









































「 (性 変 渉 を 目的 に ) 妻 の も と に 赴く 者 で 、 
て CE DI お 


CS ウ グ ピ アッ シー クン ヤッ トン シー ジン カル メジ ツル ググ ー 

ンー ンス ンク ン の 
ッ ラ ー の 御名 に お いて 。 ア ッ ラ ー よ 、 私 た ちか ら シ ャ イタ ー ン 
を 退け て 下さ い 。 そ し て 私 た ち に 授け て 下さ っ た も の か ら シ ャ 
イグ ダーツ を 退け で さい う 
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性 に 関す る イス ラー ム 視 点 
と 言う 者 は 、 も し (その 行為 に よっ て ) アッ ラー が 子供 を 授け 
て 下さ る こと に な っ て いれ ば 、 シ ャ イタ ー ン は その 子 を 絶対 に 
害する こと が 出来 な いで あろ う 。」 (アル テ ブ ハー リー の 伝 
承 ) 


また 夫 は 妻 の 性 的 興奮 を 促す べく 、 彼 女 に 口づけ を し た り 、 そ 

の 体 に 触れ た り し つつ 性 交渉 を 行う べき で す 。 そ し て 夫 は 、 妻 の 
性 的 欲望 が 満た され る まで 辛抱 し な けれ ば な り ま せん 。 教 友 ア ナ 
ス ( あ ) は 、 ア ッ ラ テラー の 使徒 ( 遂 ) が 次 の よう に 言っ た と 伝え て いま 
22 






































「 夫 は 妻 と 性 交渉 する に あたり 、 彼 女 に 誠実 で や すら な けれ ば な 
ら な い 。 も し 彼女 より も 先 に 自分 が 満足 し て し まっ た ら 、 彼 女 
が 満足 する まで 待つ べき な の で ある 。」 (アブ ー・ ヤ ァ ラ ー の 
伝承 ) 
また ウマ ル ・ ブ ン ・ ア ブ ド ル アズ イィ ー ズ は 、 疾 言 者 ムハンマド 
( 遂 ) の 以下 の よう な 伝承 を 伝え て いま す : 
「 妻 と すぐ 交 合 し よう と する の で は な い 。 あ な た と 同様 に 、 彼 
女 も 性 的 に 高揚 する まで 待つ の で ある 。」 あ る 男 が 尋ね まし 
た : 「 ア ッ ラ ー の 使徒 よ 、 そ れ に は どう する べき で し ょ う 
か ?」 彼 ( 朋 ) は 答え まし た : 「 日 づけ し た り 、 体 に 触れ た り し 
て 、 性 的 に 高揚 させ よ 。 そ し て 彼女 が あな た と 同様 に 準備 の 出 
来 た 状態 に な っ た ら 、 交 合 に 入る が よい 。」 (アル テム グ ニ ー 
に 収録 され た 伝承 ) 
ちな み に 男 性 が 2 回 目 の 性 交渉 を 望む 際 に は 、 グ スル (全身 の 
浴 ) 、 あ る い は サラ ー (礼拝 ) の 前 に する よう な ウド ッ ゥ ー ( 体 
の 部 分 的 洗浄 ) を する こと が 預言 者 ムハンマド () の 慣習 と され て 
Mb ます 。 役 ( 馬 は こう 言っ て いま す 
「 男 性 が その 妻 と 性 交 し 、 そ の 後に また そう し た く な っ た ら 、 
ウド ゥ ッ ー を する の だ 。」 (ムスリム の 伝承 ) 
こう する こと で より 清潔 さと 衛生 度 が 増し 、 ま た 新た な 精力 と 
活力 を 得る こと が 出来 る の で す 。 
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性 に 関す る イス ラー ム 視 点 
. 券 究 に な いで て 
生 交 渉 の 場 は 寝室 だ け に 制限 され て いる わけ で は あり ませ ん 。 


人 は お 互い の プラ イバシー が 確保 され て いる 場合 に お いて 、 い か 
な る 時 で も その 配偶 者 と 楽し み 合う こと が 出来 ます 。 





ーー 

















預言 者 ムハンマド ( 答 ) の 妻 の 一 人 、 ア ー イ シャ (彼女 に アッ ラー 
の ご 満悦 あれ ) は こう 言っ て いま す : 











「 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 遂 ) と 私 は 、 一 つの 桶 を 用 いて 一 緒 に 入浴 し 
た も の で す 。 彼 が 手早く 水 を 流す の で 、 私 は こう 言っ た も の で 
し た : “私 に も 残し て お いて ! 私 に も 残し て お いて !” 」 ( ム 
スリ ム の 伝承 ) 


c. 角 に だ お いで 


ある 時 、 ア ー イ シャ (彼女 に アッ ラー の ご 滴 悦 あれ ) は こ 2 う 尋 
ね られ まし た : 

















「 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 遂 ) は 家 に 入っ て 来る 際 、 何 を し た も の で す 
か ?」 彼女 は 答え まし た : 「 口 づけ を する べく 歯磨 き し て 口 を 
清潔 に し 、 家 人 を 抱擁 し た も の で す 。」 











また アー イシ ャ (彼女 に フッ ラー の ご 満悦 あれ ) は こう も 言っ 
6 まん 





「 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 肖 ) は 、 妻 に 口づけ を し て か ら サ ラー ( 礼 
拝 ) の た め に モス ク に 赴き まし た 。 そ し て その 間 ウ ドッ ー ( 体 
の 部 分 的 洗浄 ) を し ませ ん で し た 。」 (アフ マ ド の 伝承 ) 


紀 大 欠 に で 

前 述 し た よう に 、 プ ライ バシ ー が 完全 に 確保 され て いる 場合 に 
お いて 、 い つい か な る 場所 で も 妻 と 楽し み 合う こと が 許さ れ て い 
ます 。 し か し 性 交渉 を 公 に 晒す こと な ど が あっ て は な り ま せん 。 
アー イシ ャ (彼女 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は こう 言っ て いま 
す : 
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「 私 が まだ 若く 、 体 重 も ずっ と 軽かっ た ある 日 、 ア ッ ラ ー の 使 
徒 (人 ) と 私 は 旅路 に あり まし た 。 彼 は 教 友 た ち ( に 先 に 行く よ 
う 言 い 、 私 に 彼 と 競争 し よう 、 と 言い まし た 。 そ し て 競争 で は 

私 が 勝ち 、 そ の 後 彼 が 私 に 競争 を 持ち か ける こと は あり ませ ん 
で し た 。 その後 、 私 の 体重 も 増え 、 競 争 に 勝っ た こと が ある こ 
と も 忘れ て し まっ た ある 日 の 旅路 に お いて 、 彼 は また 教 友 た ち 
に 先 に 行く よう 命じ まし た 。 そ し て また 競争 し よう 、 と 言い ま 
し た 。 私 は 言い まし た : “アッ ラー の 使徒 よ 、 私 は も う 体 重 が 
随分 増え て し まい まし た 。 競争 な ん て 出来 ませ ん 。” 彼 は 言い 
まし た : “いい か ら す る の だ 。"” それ で 私 た ち は 競 争 し 、 彼 が 
勝ち まし た 。 彼 は 言い まし た : “アー イシ ャ よ 、 こ の 勝利 で あ 
の 時 の あな た の 勝利 と は お あい こ だ ぞ で ! ” 」 (アッ テニ スィ ルス 
イィ イラ ト ・ ア ッ テ サ ヒー ハ に 収録 され た 伝承 ) 








































































































また 配偶 者 間 の 秘密 や 、 彼 ら の プラ イバシー で 起こ っ た こと を 
口外 する こと は 上 厳し く 禁 じ と られ て いま す 。 ア ッ ラ テー の 使徒 ( 遂 ) は こ 
の Me ま MMS 


「 審 判 の 日 に お いて 最大 の 裏切り と 見 な され る 行為 は 、 配 偶 者 
と 性 交渉 し 、 そ の 欲望 を 満た し た 後に 、 自 分 が 配偶 者 と し た こ 
と を 他人 に 告げ る 者 で ある 。」 (ムスリム の 伝承 ) 

イス ラー ム が 夫婦 に お 互い に 対す る 様々 な 権利 を 定め た の は 


ーー ヵ 弓 


夫婦 関係 の 維持 と 家庭 の 保護 の た め な の で す 。 





















































の QW の のぶ W み 且 ルク 
つこ CS 
SNS の な NX 
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妻 の 夫 に 対す る 諸 権利 


イス ラー ム に お ける 妻 の 諸 権利 を 明らか に する に は 、 い くつ か 
の クル アー ン の 節 と 預言 者 ムハンマド ( 償 の 伝承 を 引用 する だ け で 
306 しま 9 














[デッラ ー( 電 は こう 作 い まし た : 


- そし て 妻 と 腰 ろ に 付き 合う の だ 。 例 え あ な た 方 が 彼女 た ち を 
嫌っ て も 、 ア ッ ラ ー は あな た 方 の 嫌う も の に 沢山 の 良き も の を 
授け て 下さ る か も し れ な い の だ か ら 。, (クルアーン 4 : 19) 








2 まだ アタ ジー( 貞 ) は こう も 作 ( ま し た 
- そし て 彼女 た ち (妻たち ) に も 、 彼 女 た ち が (その 夫 に 対し 
て そう する よう に ) 義務 付け られ て いる よう な 、 よ い 形 の 付き 
合い を され る 権利 が ある 。 だ が 夫 の 方 が 妻 よ り 上 の 位階 に ある 
の だ 。 ア ッ ラ ー は ご 威光 高く 、 こ の 上 な く 英 明 な お 方 で ある 。 
(グフ レジ ーー ン 2928) 











3. アッ ラー の 使徒 () は 言い まし た : 


「 あ な た 方 の 内 最善 の 者 は 、 そ の 家族 に 対し て 最善 の 者 で あ 
る 。」 (イブ ン ・ マ ー ジ ャ の 伝承 ) 


4 ハ キ ー ム ・ ブ ン ・ ム アー ウィ ヤ ・ ア ル = テ クシ ャ イリ ー は 、 彼 

の 父 が こう 言っ た と 伝え て いま す : 
「 ア ッ ラ ー の 使徒 よ 、 私 た ちの 妻 の 私 た ち に 対す る 権利 と は 何 
で すか ?」 彼 は 言い まし た : 「 あ な た 方 が 彼女 た ち に 、 自 分 た 
ちと 同様 の 衣食 を 提供 する こと だ 。 ま た 彼女 ら の 顔 を な が っ た り 、 
彼女 ら に 対し て 悪い こと や 嫌 な こと を 言っ た り し て は な ら な い 。 
そし て 彼女 と 共に 寝る こと を 放棄 し て は な ら な い 。」 (アブ 
ーー ダー ウー ド の 伝承 ) 

5. また アッ ラー の 使徒 ( 朋 ) は こ う 言 っ て いま す : 
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「 最 も 信仰 の 完成 され た 者 と は 、 最 も 優れ た 作法 を 備え た 者 で 
ある 。 そ し て あな た 方 の 内 最善 の 者 は 、 そ の 家族 に 対し て 最善 
の 者 で ある 。」 (イブ ン ・ ヒ ッ パ バーン の 伝承 ) 











まだ 聞 言 者 る ム パ が ジマ ド ( 和 DU は こう 言い まし た : 


「 ア ッ ラ テー を 長 れ 、 女 性 に 関し て アッ ラー の こと を 忘れ な いよ 
うに する の だ 。 あ な た 方 は アッ ラー か ら 授 けら れ た 権利 に お い 
て 、 彼 女 ら を 得 た 。 そ し て アッ ラー の 御 言葉 る を も っ て 、 彼 女 
ら と 変わ っ た 。 一 方 彼女 ら は 、 男 性 で あろ う が 女 性 で あろ う が 、 
あな た 方 の 好ま な いい か な る 者 も あな た 方 の 家 に 入れ て は な ら 
な い 。 も し 彼女 ら が そう し た な ら 、 あ な た 方 は ( 害 の な い 程 度 
に 軽く ) 彼女 ら を 叩い て も よい 。 そ し て 女性 も また 道理 を わき 
まえ た 範囲 に お いて 、 男 性 に 対し て それ ら と 似 た よう な 権利 
(扶養 され る 権利 な ど ) を 有する の だ 。」 (ムスリム の 伝承 ) 


















































7。 また アッ プー の 使徒 ( 敵 ) は こう 言っ て いま ず ・ 


「 信 仰 者 の 男性 は 、 信 仰 者 の 女性 を 完全 に 嫌う よう で は いけ な 
い 。 も し 彼女 の 内 に 気に入ら な い 点 が あっ て も 、 他 の 何 か が 気 
に 入る か も し れ な い の だ か ら 。」 (ムスリム の 伝承 ) 





実際 の 所 、 完 璧 さと は アッ ラー の み に 属 する も の な の で す 。 


2 だ 





23 ここ で 言う 「 ア ッ ラ ー の 御 言葉 」 と は 、 ク ルアー ン の 以下 の 節 に 対す る 














言及 だ と 思わ れ ま す : (… そ し て あな た 方 が 好む 女性 と 結婚 せよ 。2 人 で も 、 
3 人 で も 、 あ る い は 4 人 で も 。) (4:3) 
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性 に 関す る イス ラー ム 視 点 
夫 の 妻 に 対す る 諸 権利 


アデ アッ ラー は 敬 度 な 妻 に 関し て 、 こ う 仰 いま す : 
- そし て 善良 な 妻 と いう も の は (その 夫 を 通じ し て アッ ラー に ) 








1. 


















































よく 従い 、 夫 の 不在 に お いて も アッ ラー (の 命 ) を 遵守 する こ 
と (つま り 貞 人 節 さや 、 夫 の 財産 を 守る こと な ど ) に お いて よく 
守る の で ある 。, (クルアーン 4 : 34) 

2. 預言 者 ムハンマド ( 細 ) の 妻 の 一 人 、 ア ー イ シャ (W) は こう 言っ 

















































































































て いま す : 「 私 は アッ ラー の 使徒 ( 公 ) に こう 尋ね まし た : 
“女性 に 対す る 最大 の 権利 は 、 誰 が 有 し て いる で し ょ うか ?”* 
役 は 言い まし た : “彼女 の 夫 で ある 。" 私 は また 尋ね まし た : 
“それ で は 男性 に 対し て 最大 の 権利 を 有 し て いる の は ?” 彼 は 
答え まし た : “その 母親 で ある 。”" 」 (アル = ニハ ー キ ム の 伝 
承 ) 
3. フサ イン ・ プ ブン ・ ム フサ ン は 、 彼 の 父方 の 叔母 が 彼 に こう 言 
ら 和 だ と 伝え で いま すう 
「 私 は ある こと を 尋ね る た め 、 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 組 ) の と ころ に 赴 
きま し た 。 そ し て 、 彼 ( 遂 ) は 私 に こう 尋ね まし た : “あな た に 夫 














は いま すか ?” 私 は 、 え え 、 と 答え まし た 。 す る と 役 ( 夢 ) は 言い 
E した: “あな た は 彼 と どの よう に 接し て いま すか ?”" 私 は 答 
えま し た : “私 は 、 こ れ 以 上 は 出来 な い 位 の 最善 を 尽く し て 彼 
に 奉仕 し て いま す 。” する と 彼 ( 舞 ) は 言い まし た : “ 彼 に 配慮 し 
な さい 。 彼 は あな た の 天国 に ある か 、 地 獄 の 業火 に ある か の ど 
ちら か な の で すか ら 。" 」 (アル テハ ー キ ム の 伝承 ) 








Qr[ 


















































フ 言 





また アッ ラー の 使徒 ( 遂 ) は こう 言い まし た : 

「 女 性 が 毎日 5 回 の 義務 の サラ ー (礼拝 ) と 、 ラ マダ ー ン 月 の 
サウ ム ( 斎 戒 、 い わ ゆ る 断食 ) を 遵守 し 、 貞 人 節 で あり 、 そ の 夫 
に 従順 で ある な ら ば 、 彼 女 は 天国 の どこ で も 好き な 扉 か ら 入 る 
選択 権 を 与え られ る で あろ う 。」 (イブ ン ・ ヒ ッ パ ー ン の 伝 
承 ) 
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5. 教 友 ム アーズ ・ ブ ン ・ ジ ャ バル (W) は 伝え て いま す : 「 私 は シ 
ャ ー ム 地方 (現在 の シリ ア 地 方 ) に 行っ た 際 、 キ リス ト 教 徒 ら が 
彼ら の 聖職 者 に 対し て 、 そ し て ユダ ヤ 教 従 ら が 彼ら の ラビ や 学者 
ら に 対し て 忠 振 する の を 見 まし た 。 私 は 彼ら に 尋ね まし た : “一 
机 誰 が この よう な こと を し て い だ の が ? 後 ら は 言い ま した: 
“これ は 使 和 値 た ち に 対す る 挨拶 の 仕方 で す 。” 私 は 言い まし た : 
“私 た ちの 使徒 は 、 こ の よう な 栄誉 に 授かる に 最も 相応 し い お 方 
で ある (が 、 私 た ち に その よう な こと を する よう に は お 命じ に な 
ら な い ) 。” そこ で 、 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 公 ) は 言い まし た : 




















に 






















































































“彼ら は 彼ら の 啓典 を 歪曲 し て し まっ た が ゆえ に 、 彼 ら の 使徒 
に 対し て 嘘 を つか ね ば な ら な く な っ て し まっ た の だ 。 も し 人 が 
誰か 他 の 人 に 中 拝 し な けれ ば な ら な か っ た と し た ら 、 私 は 女性 
が その 夫 に 対し て そう する よう に 命じ た で あろ う 。 そ れ は 彼女 
が 彼 か ら 恩 恵 を 被っ て いる 、 偉 大 な 権利 の た めで ある 。 女 性 は 
その 夫 に 対す る 権利 を 満た すま で 、 信 仰 心 の 甘美 さ を 味わう こ 
と は な いで あろ う 。”" 」 (アル テハ ー キ ム の 伝承 ) 


Sv ん SW = の 
7 る 0 2 人 N AS 
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イス ラー ム に お ける 離婚 


イス ラー ム は 結婚 を 祝福 に 溢れ た 儀式 と 見なす が ゆえ 、 夫 婦 間 
の 関係 強化 を 意図 し て いま す 。 ア ッ ラ ー は 書 燥 の 契約 を 、「 上 厳か 
な る 契り 」 と 描写 し て いま す 。 ア ッ ラ ー( 弟 ) は こう 仰い まし た : 

- あな た 方 は それ ( 妻 に 贈っ た 財産 ) を いか に 取り 戻す と いう 

の か ? あな た 方 は 互い に 親密 な 関係 と な り 、 厳 か な る 契り を 結 

ん だ と いう の に !, (クル アー ン 4 : 21) 

預言 者 ムハンマド ( 狗 の 言葉 も また 、 こ の こと を 証明 し て いま す 。 
彼 ( 遂 ) は こ う 言 いま し た : 

「 妻 や 奴隷 女性 を 、 彼 女 ら の 夫 や 主人 か ら 背 けさ せる よう な 者 

は 、 私 た ちの 仲間 で は な い 。」 ( サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ジ ャ ー ミ 

ウゥ ・ ア ッ テ サ ギー ル に 収録 され た 伝承 ) 


結婚 が イス ラー ム に お いて 祝福 に 満ち た 神聖 な も の で は あっ て 
も 、 離 婚 は 合法 で す 。 但 し アッ ラー の 使徒 ( 細 ) は 離婚 に つい て 、 こ 
う 語 っ て いま す : 

「 合 法 な 物事 の 内 、 ア ッ ラ ー が 最も 駅 われ る の が 離婚 で あ 

る 。」 (アル テハ ー キ ム の 伝承 ) 

離婚 は 、 夫 婦 関 係 の 継続 が 不可 能 に な っ た 状況 に お ける 最後 の 
手段 で す 。 そ れ は 、 配 偶 者 同士 が お 互い を 騙し 合っ た りす る こと 
な ど と いっ た 悪事 が 社会 に 広まる こと を 防止 する た め な の で す 。 
その よう な こと は 、 ひ いて は 家系 の 変更 や 遺産 相続 の 途絶 、 社 会 
に お ける 腐敗 の 拡大 に つなが り ま す 。 そ し て 十分 な 知性 に 恵まれ 
な い 者 に よる 溢 用 を 被 ら な いた め に も 、 離 婚 は ある 一 定 の 制限 に 
よっ て 限定 され な けれ ば な り ま せん 。 法学 者 た ち は 、 離 婚 は 以下 
に 挙げ る 規則 に 則っ て いな けれ ば な ら な いと し て いま す : 

1. 克 彦 凌 其 と か る 間 今 : 離婚 は 以下 の よう な 状況 に お いて 、 
義務 と な り ま す : 

a. 2 人 の 審査 官 (1 人 は 夫 側 、 も う 1 人 は 妻 側 の 家族 か ら 選 出さ 
れる ) が 、 当 人 た ち が 離 婚 す べき で ある こと を 決定 し た 場合 。 ア 
ッ ラ ー( 北 ) は こう 仰っ て いま す : 
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- そし て 両者 の 関係 断絶 を 恐れ る の な ら ば 、 夫 側 の 後見 人 と 妻 
側 の 後見 人 を 派遣 る の だ 。 そ し て も し 両者 が 改善 を 望む の で 
あれ ば 、 ア ッ ラ ー は 彼ら の 間 を 取り 持っ て 下さ る で あろ う 。 実 
に アッ ラー は 全て ご 存 知 で あり 、 あ ら ゆ る こと に ご 通 暁 され て 
の る の の で ある 。 ,。 (グル プー ン オ 35) 


b. 妻 が イス ラー ム の 教え を 遵守 し な か っ た り 、 あ る い は 貞 人 節 で 
な か っ た りす る 場合 。 こ れ は 夫 側 に も 当て は まる 要素 で す 。 そ れ 
で 夫 が イス ラー ム の 教え を 守ら な か っ た り 、 不貞 を 働い た り し て 


し 
































\ る 場合 に お いて 、 妻 は 彼 と の 離婚 を 申請 し な けれ ば な ら な く な 








り ま す 。 


C. 




















夫 が 妻 と の 性 交渉 の 放棄 を 紗 い 、 そ の 後 4 ヶ月 以上 それ を 決行 





し た 場合 。 ア ッ ラ ー( 状 ) は こう 仰っ て いま す : 





- 妻 (と の 性 交 の 放棄 ) に お いて 碑 い を 立て る 者 は 、4 ヶ月 の 
猫 予 を 思 く 。 そ し て (その 間 に 妻 と の 性 交 に ) 戻れ ば 、 実 に ア 
ッ ラ ー は お 示し 深く 慈悲 深い お 方 で ある 。, (クル アー ン 2 : 
226) 


教 友 イブ ン ・ ウ マル は こう 言っ て いま す : 「 も し その 期間 が 終 























了 し た ら 、 夫 は 妻 を よい 作法 で も っ て 元 の 状態 に 戻す か 、 あ る い 
は アッ ラー が 命じ られ た よう に 彼女 を 離婚 する こと に な る 。」 


2. 万 存 パ 尺 導 さ みる 奄 > これ は 夫 が 何 の 正当 な 
妻 を 離婚 する こと な ど が 挙げ られ ます 。 これ は 、 ア ッ ラ ー が 呪 わ 

















(アル テ ブ ハー リー の 伝承 ) 














も な く 、 









































れ た イブ リー ス (シャ イタ ー ン の 首 領 ) が 望む 行為 で す 。 ア ッ ラ 
ー の 使徒 (人 ) は こう 言い まし た : 





























「 イ ブリ ー ス は 水上 に 玉座 を 設え 、 そ の 軍勢 を 派遣 する 。 そ の 
中 で 最も 彼 に 近しい 軍勢 は 、 人 を 試練 に か け 、 誘 惑 す る 医 で あ 
る 。 そ の よう な 者 に 関し て は 、 イ ブリ ー ス は ( 彼 が 行っ た こと 
に 対す る 礼 遇 と し て ) 自分 の 側近 と する 。 ま た イブ リー ス の 軍 
雷 の ある 者 は 、 彼 の 行っ た 悪事 を 伝え る た め に 、 彼 の も と に や 
っ て 来る 。 そ し て イブ リー ス は 言う : “お 前 は 何 も し て いな 
い 。” そし て また 別 の 軍 葵 の ある 者 が や っ て 来 て 、 こ う 言 う : 
“私 は ある 男 を 罠 に か け 、 妻 と 別離 さす せま し た 。” する と イブ 
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リー ス は その 者 を 自分 の 近く に 引き 寄せ 、 こ う 言 う : “ああ 、 
お 前 こそ は 栄 誉 に 値する 。” 」 (ムスリム の 伝承 ) 


3. 央 導 の 今 其 と さん る 奏 今 : 例え ば 妻 が 余り に も 趣 い 性 格 の 持 
ち 主 で ある 場合 な ど が 、 こ れ に 当て は まり ます 。 し か し も ゃ も し 夫婦 
間 に 子 供 が ある な ら ば 、 夫 は 辛抱 する こと が より よい で し ょ 2 う 。 


4. 雌 彦 交 奏 と ら み る 憂 今 : 妻 が 月 経 中 で ある 時 、 あ る い は 性 交 

後 、 ま だ 月 経 の 来 な い 内 に 夫 が 離婚 宜 言 す る こと は 禁じ られ て い 

ます 2 アッ ラー( 遂 ) は こう 仲 り ます : 

- 使徒 (ムハンマド ) よ 、 妻 を 離婚 する 時 に は 規定 の 期間 
(女性 が 月 経 中 で な い 時 ) に 離婚 宜 告 し 、 そ し て アッ ダグ ( 待 婚 
期間 ) を 計算 する の だ 。 あ な た 方 の 主 で ちる アッ ラー を 長 れ る 
の で ある 。, (クル アー ン 65 : 1) 







































































また 教 友 イブ ン ・ ウ マル (w) が その 妻 を 月 経 中 に 離婚 し た 際 、 
の 父親 の ウマ ル (w) は その こと に 関し て アッ ラー に 
まし た 。 そ れ に 関 し て 彼 ( 公 ) は こ う 言 いま し た : 

「 あ な た の 息子 (イブ ン ・ ウ マル ) に 、 彼 女 を 呼び 戻す よう 
命じ る の だ 。 そ し て 彼女 の 月 経 が 終わ り 、 そ の 次 の 月 経 が 終 
わる まで 、 彼 女 を 手元 に 置か せよ 。 その 後 彼女 を 留め て お き 
た い の な ら そ うす る こと が 出来 る が 、 離 婚 し た い の な ら 、 性 
交 を する 前 に そう する こと が 出来 る 。 こ れこ そ が 女性 の 離婚 
に 関し て アッ ラー が 定め られ た 、 プ アッ ダグ (規定 の 期間 ) な の 
で ある 。」 (アル テ ブ ハー リー の 伝承 ) 
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224 ま た 、 夫 が 妻 に 対し て 一 度 に 3 回 の 離婚 宣言 を する こと も 、 禁 じ ら 
れ て いま す 。 
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女性 側 か ら の 離婚 


夫婦 間 の 愛情 と 調和 、 そ し て よい 付き 合い と いう 要素 の 上 に 築 
か れ て いな い 結 婚 生活 は 、 惨 蛋 と し て 荒廃 し た も の と な る で し ょ 
2c 2 半生 0 の ム は 忍耐 心 を 説き ます 。 ア ッ ラ ー 
( 薬 )/ は こう 仰っ て いま す : 


- そし て 妻 と 有閑 ろ に 付き 合う の だ 。 例 え あ な た 方 が 彼女 た ち を 
嫌っ て も 、 ア ッ ラ ー は あな た 方 の 嫌う も の に 沢山 の 良き も の を 
授け て 下さ る か も し れ な い の だ か ら 。, (クルアーン 4 : 19) 


そし て 夫 が 妻 に 対し て 辛抱 し 切れ な い 状 況 に まで な っ た 場合 、 
彼 は 彼女 を 離婚 する こと が 出来 ます 。 一 方 妻 が 夫 に 耐え 切れ な く 
な っ て し まっ た 場合 、 彼 女 は 離婚 の 選択 を する こと が 出来 ます 。 
彼女 は 結婚 の 契約 の 際 に 受領 し た マハ ル (贈与 金 ) を 返還 し 、 夫 
婦 関 係 を 即座 に 終了 させ ます 。 こ れ は イス ラー ム に お ける 完全 な 
公平 さ の 印 で も あり ます 。 夫 は 妻 に マハ ル を 贈与 し 、 結 婚 生活 に 

必要 な 全て の 出費 を 担う の で す 。 ア ッ ラ ー は こう 仰い ます : 


- そし て 夫婦 が アッ ラー の 搾 (夫婦 の 互い に 対す る 義務 の 送 

行 ) を (も は や ) 遵守 出来 な いこ の あ 
た い (だ) は 牧 多 た お から 人 婦 だ ら に 与え た 財産 の 内 か ら 何 
も 取っ て は いけ な い 。 し か し も し あな た 方 (互い の 後見 人 ) が 、 
彼ら 夫婦 が アッ ラー の 控 を 遵守 出来 な いこ と を 知っ た の で あれ 
ば 、 ( 夫 が ) 妻 か ら の 代償 (を 受領 する こと ) に 問題 は な い 。 
。 (クル アーン 2 : 229) 
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教 友 イブ ン ・ ア ッ バ パー ス (wW) は 、 サ ー ビ ト ・ ブ ン ・ カ イス () の 

妻 が アッ ラー の 使徒 ( 遂 ) の も と に や っ て 来 て 、 こ う 言 っ た と 伝え て 
いま す : 「 ア ッ ラ ー の 使徒 よ 、 私 は 彼 の 性 格 や や 敬 度 さ に お ける 欠 
陥 に 関し て 符 め は し ませ ん 。 し か し 私 は 、 DD 

し 続け れ ば 、 私 が イス ラー ム の 礼儀 に 沿わ な いよ うな 振る 舞い を 
し で しま り の が 、ー ス スル サマ と し て 嫌 な の で すず す 。 | この こめ に 関 
し て 、 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 朋 ) は 言い まし た : 「 あ な た の 夫 が (マハ ル 
と し て ) あな た に 贈っ た 農園 を 、 彼 ! に 返却 し ます か ?」 彼女 は 言 
MO まま. だく 「※ 究 まる ああ ア タッ ジー の 使 全 ( 間 は サート 選 
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の 潮 MN ま と る 
し て 直ちに 彼女 を 離婚 せよ 。」 


この 件 に 関す る イス ラー ム の 目的 は 、 人 々 の 名 和 誉 と 
か ら 守 る こと で す 。 女性 が 辛抱 出来 な い 


仁 と 共に 暮らし 続け る こと は 、 彼 ら を ま 








物 





辛抱 出来 
へ と 追い や っ て し まう か も し れ ま せん 。 それ は 特に 
と し た イス ラー ム 的 倫理 観 が 備わっ て いな い 





者 に 
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情 








「 サ ー ビ ト よ 、 あ な た の 農園 を 受 
(アル テ ブ ハー リー の 伝承 ) 


け 取 る の だ 。 そ 


会 を 、 悪 
\ は 男性 が 

















E と 、 あ る v 











な い 女 1 























に 対し て の 確固 











E 合 法 な 物 
、 非 合法 な 





























顕著 で す 。 ア ッ ラ ー() は こう 仰っ て いき 


よ す : 


- そし て も し 彼ら が 離 弧 す る こと に な っ て も 、 ア デッラ ー が その 


(無尽 の ) 恩恵 で も っ て 両者 を 豊か 


は この 上 な く 寛 大 で 、 英 知 溢れ た お 方 で ある 。, 


4 : 130) 


た し で 下さ きる う 。 ア デア ッ ジ ー 


(クル アー ン 


7 ト 】 LGS 
2 だ 
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性 に 関す る イス ラー ム 視 点 
性 的 放 縦 の 行き 着く 先 


イス ラー ム は 委 洋 を 禁じ し 、 そ れ を 大 罪 と 見 な し て いま す 。 そ し 
て 姦 洋 の 原因 と な る よう な 、 全 て の 物事 を 禁じ て いま す 。20 世紀 
の イス ラー ム 思 想 家 サイ イド ・ ク トッ プ ( 彼 に アッ ラー の ご 慈悲 
あれ ) は 、 そ こう 述べ て いま すす 人 


「 イ スラ ー ム は 、 個 人 間 の 識別 さえ 不可 能 に な っ て し まう よう 
な 、 純 粋 に 動物 的 な 性 的 行動 の 排除 を 意図 し て いる 。 ま た イス 
ラー ム は 、 た だ 一 度 の 性 的 接触 だ け で 終 毒 を 迎え て し まう よう 
な 関係 で は な く 、 家 族 関 係 の 継続 を 確立 する こと を 目的 と し て 
いる 。 ま た 夫婦 同士 の 心 と 感覚 、 そ し て 身体 が 一 体 と な る よう 
な 、 人 間 的 感情 と 感覚 に 基づい た 男女 関係 の 構築 を 意図 し て い 
る 。 彼 ら は 共に 人 生 を 送り 、 同 じ 事 を 希望 し 、 同 じ 痛 み を 分 か 
ち 合 い 、 共 に 未来 を 模索 する 。 こ の よう な 環境 に お いて 、 新 し 
い 世 代 が 到来 する 。 彼 ら は 両親 の 監督 の 下 、 適 切な 手法 に お い 
て 養育 され る 。 


これ に 関連 し 、 イ スラ ー ム に お いて は 洋 に 対す る 厳罰 が あ 
る 。 姦 淫 は 上 記 の 全て の 意味 と 目的 を 抹消 し 、 人 間 を 動物 的 段 
階 に まで 周 め て し まう 、 野 獣 的 退 歩 と し て 描写 され て いる の だ 
… 男 性 は 女性 を 個人 と し て 識別 せ ず 、 女 性 も また 男性 を 個人 と 
し て 識別 し な い 。 全 人 の 希望 は その 性 的 欲望 を 発散 する こと だ 
け に な る 。 そ し て 例え 相手 を 識別 し た と し て も 、 こ の よう な 関 
係 か ら は いか な る 善 も 生じ 得 な い 。 そ し て この よう な 人 物 に は 、 
社会 の 改善 に お いて いか な る 信託 や 責任 も 任せ られ な い 。 そ こ 
か ら は 子孫 も 、 真 の 感情 も 生ま れ な い の で ある 。 真 の 感情 に は 、 
永続 する 効果 が ある の だ 。 こ れ が 欲望 と 、 真 の 情熱 と 感情 の 違 
いで ある 。 多く の 人 々 は この 二 つ を 区 別 せ ず 、 こ の 点 に お いて 
混乱 し て いる 。 い か に 多く の 者 が 、 そ の 感情 を 野獣 的 情熱 と 其 
違い し て いる こと で あろ うか ! イス ラー ム は 自然 な 感情 の 表現 
を 禁じ て は いな いし 、 そ れ を 劣っ た 行い だ と も 見 な し て は いな 
い 。 イ スラ ー ム は 単に 、 そ れ を 野獣 的 欲望 か ら 高い レベ ル に 持 
ち 上 げ 、 そ れ を 純粋 か つ 規 則 だ っ た も の に する だ け な の だ 。 委 
























































25 Fee り 太 ag Oz gz (「 ク ルアー ン の 陰 で 」)。 
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淫 、 特 に 売春 な どの 中 に は その よう な 価値 が 存在 し な い 。 そ れ 
は あら ゆる 感情 や 感覚 、 倫 理 的 マナ ー、 関 係 や 所 属 な ど と いっ 
た 感覚 と は 程 速 いも の で ある 。 イ スラ ー ム は 売春 を 、 人 間 社 会 
に お ける 不潔 な 行い と 見 な す 。 こ の よう な 慣行 は 人 間 を 退廃 さ 
せ 、 動 物 と 同様 の レベ ル に まで 財 め る 。 そ し て 実際 の 所 多く の 
動物 は 、 あ る 種 の 人 間 社 会 に お いて 売春 ゆえ に 生じ て いる 間 題 
と は 緑 棚 いよ うな 、 上 品 で 組織 だ っ た 社会 生活 を 送っ て いる の 
だ 




















それ で は 次 に 、 委 洋 の 尊 延 が 社会 に 及ぼ す 様 々 な 間 題 や 悪 を 挙 
いら で みよ ま も し よう: 














1. 致命 的 な 病気 の 墓 延 : これ は 個人 だ け で な く 、 全 社会 を 害し 
ます 。 アッラー( 緩 ) は こう 仰っ て いま す : 
- そし て 委 淫 に は 近づく な 。 そ れ は 醸 悪 な も の で あり 、 悪 い 道 
で ある 。, (クルアーン 17 : 32 


また アッ ラー の 使徒 ( 遂 ) は こう 言っ て いま す : 

「 ム ハー ジル ー ン (宗教 迫害 を 逃れ て マッ カ か ら マ ディ ー ナ に 
移住 し た ムスリム た ち ) よ 、 私 は あな た 方 が 次 の 5 つの 事柄 に 
遭遇 し 、 そ れ ら に よっ て 試練 に 遭う こと に 対し 、 ア ッ ラ ー の ご 
加護 を 祈る 。 

非 合 法 な 性 交渉 が 普通 に な り 、 そ れ 以 前 に は 知ら れ て いな か 
っ た 病気 が 広がる こと 。 

人 々 が 物 の 売買 に お いて 程 を ご ま か し 、 そ れ に よっ て 人 儲 や 
早 淡 、 生 活 苦 や 暴君 が 出現 が も た ら さ れる こと 。 


人 々 が ザ カ ー (義務 の 豆 捨 ) の 拠出 を 拒み 、 そ れ に よっ て 雨 
が 降ら な く な る こと 。 彼ら は 動物 た ち だ け の お 共 で 、 雨 の 恵み 
に 授かる こと に な る の だ 。 

人 々 が アッ ラー と その 使徒 ( 組 と の 奪い を 破棄 し 、 そ れ に よ 
っ て 外敵 が 優位 に な り 、 そ れ 以 前 に 彼ら が 手 に し て いた も の の 
一 部 を 奪っ て し まう こと 。 
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も し 統治 者 が アッ ラー の 書 (クル アー ン ) に よっ て 治め な い 


の な ら 、 彼 ら の 全て の 労力 は お 互い の 争い と 戦い 
(アル テハ ー キ ム の 伝承 ) 


を 働く こと で 、 人 の 栄誉 や 尊厳 は 失わ れ ま す 。 そ し て 人 は 


と に な ろう 。」 























7C い 


そう する こと で 、 た だ その 欲望 を 果たす こと が 





レベ ル に まで 後退 す 
解消 














人 の 身体 に 倫 命 


2. 私 生 児 の 激増 : 
れる 両親 の 監督 を 受 











の た め に 費やす た め 
いて は 良心 の 町 責 に 襲わ れ 、 来 世に お いて は 
され る の で す 。 ま た その よう な 悪行 は 元 来 不 
的 な 病気 を 及ぼ 


私 生 児 





る の で す 。 彼 は 自 


ろか 








困 に 見 好 わ れ ま す 。 そ し て 現 


に 注 が れる こ 





目的 で ある 動物 の 








分 の 財産 を 非 合 法 な 欲望 の 





テ 
に 





世に お 
地獄 で の 懲 六 を 約 東 























婦 








で ある こと か ら 、 




















目 








2 NGI 
は 通常 の 配慮 や 、 














ー 























けら れ ま せん 。 そ の 結果 、 


彼ら は 人 生 に お け 











る 適切 な 進路 と 指針 を 見 失い が ち に な り ま す 。 真 の 両親 こそ は そ 





の 子供 に 対し 、 真 琴 
2 です る の (GWS の 
な が ら 成 








「 家 庭 な き 子供 た ち 」 
と っ て 徐 正 が 非常 な 困難 で ある よう な 心 
在 す る 、 と 述べ て いま す 。 
心理 的 混乱 : 非 合法 な 性 関係 は 、 
じ て そ の より が な と あし た ゆり 、 
する 人 は 、 不 安 や 不満 、 
コン プレ ックス 、 罪 悪 感 な ど を 募ら せ 


ン セ ラー に 





3. 
乱 へ と 導き ます 。 そ 
な 関係 を 楽し ん だ り 








て いま す : 





か つ 誠 実 で 有益 な 指 























導 を 施す こと が 出来 る の 








よう な 子供 た ち 











の 






































は 、 社 


ント 
し フー 


長 し て いく か も し れ ま せん 。 ア ン ナ ・ 
で 、 そ の よう な 子供 た ち に は 心神 カ ウ 





多く の 人 々 を 心 


中 ゲー アー 


に 対す る 敵意 を 抱き 
フロ イト は その 著 











的 混乱 が 存 


的 病気 や 混 
末法 獲 の お うめ 
1 劣等 
こう 仰っ 








幸 

















- そし て (アッ ラー が ) あな た 方 の た め に 、 あ な た 方 が そこ に 
留まる た め の 配 偶 者 を あな た 方 自身 か ら 創 ら れ た こと は 、 か れ 
の み し る し の 1 つ で ある 。 そ し て か れ は あな た 方 の 間 に 、 愛 情 


と 慈悲 の 念 を 授け られ た 。 実に そ 
し の 数 々 が ある の だ 。, 


4. 社会 の 混乱 (犯罪 の 増加 ) 
も た らし ます 。 お 金 が ある 種 の 人 を 簡単 
それ は 自分 


来る の は 0 








: 性 的 放 縦 











こ に は 熟考 する 民 へ の み し る 
(クル アー ン 30 : 21) 


は 社会 ( 

















こ 道 徳 的 混乱 を 














あり ませ ん が 、 











に 悪 


ィ ビ い 





事 に 陥れ る こと が 出 
け の 満足 感 を 満た し 














て くれ る も の を 手 に 入れ る 場合 に も 当て は まり ます 。 つ まり 何ら 





か の 非 合 法 な 物事 を 行っ て いる 者 ( 
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こ 金銭 的 余 傘 が な く な っ た 場合 、 








性 に 関す る イス ラー ム 視 点 


彼 は 自分 の 欲望 を 満た す た め に いか な る 種類 の 犯罪 も 三 わ な く な 
っ て し まう 可能 性 が あり ます 。 そ の よう な 人 は 自分 の 必要 の た め 
に 惣 盗 や 詐欺 、 乱 馬 や レイ プ 、 虚 言 や 不実 、 賭 略 な ど 何 で も や っ 
て の け て し まう で し ょ う 。 そ し て 手段 な ど を 問わ ず 、 他 人 を 犠牲 
に し て で も 自分 の 必要 を 満た そ を うと する の で す 。 

5. アッ ラー か ら の 和徳 罰 : 参 淫 や 卑 狼 な 物事 の 葛 延 する 社会 に は 、 
アッ ラー の 懲罰 が 降り か か り ま す 。 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 仁 ) は 言い まし 
定 

「 私 の イス ラー ム 共 同体 は 、 私 生 児 が 沢山 出現 し な い 限 り 、 よ 
い 状 態 に あり 続け る で あろ う 。 も し それ が 起こ っ た ら 、 ア ッ ラ 
ー の 徐 罰 は 近い 。」 (アフ マ ド の 伝承 ) 










































































(ンズ を < こき を こく パン ジミ 、 を こさ 、 を こう) 
2 な 2 
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結論 





私 た ち は こ の 小冊子 に お いて 、 性 に 関す る イス ラー ム 的 視点 の 
一 部 を 紹介 し まし た 。 私 た ちら は この 小冊子 が 、 人 生 の 重要 な 側 四 























の 理解 に お いて 、 SO 0 の 間 題 に 関し て いか な る 





うこ と - イス ラー ム に SS 正しい 形 で の 性 交渉 は 一 つの 上代 拝 











基準 を 設け 、 ま た 性 を いか に 高尚 な 場所 に 位置 づけ て いる か と い 



































行為 と 見 な され 、 そ こ に お いて ムスリム は 来世 で の 報 奨 を 得る の 
で す - に 関す る 説明 に お いて 、 有 益 な も の と な っ た こと を 切 に 願 
いま す 。 そ し て また この 小 司 子 が 、 ム スリ ム の 人 生 に 公私 に 渡っ 
て 指針 を 示し て くれ る イス ラー ム に つい て 、 読 者 の 皆様 に より 学 
ん で 頂く きっ か け に な る こと を 祈り ます 。 ムスリム が 真琴 に アッ 


ラー か ら の 報奨 を 願っ て 行え を ば 、 そ の 報奨 は 彼 の 死後 も 継続 し ま 































































































す 。 アッラー の 使徒 ( 朋 ) は は こ 2 言っ て いま す : 


H 





ご づ 


「 ア テー ダム の 子 _ (人類) が この 世 を 去れ ば 、 (報奨 を 望め 
る ) 彼 の 行い は 途切れ る 。 但 し 、 以 下 の 3 つ は 除く : 継続 す 
る 慈善 行為 。 そ の 者 が 後世 に 残し た 有益 な 知識 。 そ の 者 の た 
め に アッ ラー に 祈願 する 、 敬 席 な 子息 。、」 (ムスリム の 伝 
承 ) 











また アッ ラー の 使徒 ( 朋 ) は こう も 言っ て いま す : 





「 人 を 正しい 道 へ と いざ な う 者 は 誰 で も 、 そ れ に 応え た 者 が 
得る 報奨 と 同様 の 報 所 を 得る 。 そ し て その 者 (導き に 従っ た 
者 ) の 報奨 か ら は 、 そ れ に よっ て 何 も 差 し 引き され る こと な 
ど が な い 。 ま た 人 を 悪 へ と いざ な う 者 は 誰 で も 、 そ れ に 応え 
た 者 が 得る 罪 と 同様 の 罪 を 得る 。 そ し て その 者 (導き に 従っ 
た 者 ) の 罪 か ら は 、 そ れ に よっ て 何 も 差 し 引き され る こと な 
ど が な い の だ 。」 (ムスリム の 伝承 ) 


イス ラー ム は 非常 に 難 細 に 思わ れる よう な 物 




















に 関し て も 、 





目 針 を 示し て いま す 。 そ の こと を 如 実 に 示す 例 と し て 、 教 友 サ 
ル マ ー ン ・ ア ル テ フ ァ ー ル スイ ィ イー( あ ) か ら 伝 わる 次 の 伝承 が あり 
ます 。 あ る 多神教 徒 が 、 彼 に こう 言い まし た : 「 あ な た 方 の 駐 






































言 者 は あな た 方 に あら ゆる こと を 、 用 便 の 仕方 すら も 教え た と 
いう の か ?」 そ れ に 関し て サル マー ン は こう 答え まし た : 
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「 え え 。 彼 は 私 た ち が 用 を 足し て いる 時 に マッ カ の 方 向 を 向 
く こ と 、 そ し て 洗浄 の 際 に 右手 を 用 いる こと を 禁じ まし た 。 
また その 際 に は 最低 3 つの 小石 を 用 いる よう 命じ 、 養 や 骨 を 
用 いる こと は 禁じ まし た 。」 (ムスリム の 伝承 ) 
また ハー バー ド 大 学 哲学 部 教授 の ホプキンス 博士 は 、 そ の 著 
国際 政策 の 精 1 (77e Sp777 07 fe777770777 Po7cy) 」 の 中 で 、 こ 
う 述 べ て いま す : 
「 イ スラ ー ム 社会 の 発展 と 前 進 は 、 宗 教 が 個人 的 生活 や 法 や 
政治 シス テム と 分 離し て し まっ た 西欧 の 手法 に 従っ て 成 され 
て いる の で は な い 。 そ こ で は 宗教 の 中 に こそ 、 成 長 と 発展 の 
典拠 を 発見 し な けれ ば な ら な い 、 と され て いる の だ 。 時 に 、 
イス ラー ム は 果たし て 近代 社会 が 要求 する も の と 一 致す る よ 
うな 新しい 考え や 、 独 立 し た 規則 を 創出 出来 る の だ ろう か 、 
と いう 疑問 の 声 が 聞こ える 。 そ し て その 答え は 、 こ う で あ 
る : “ええ 、 イ スラ ー ム は 内 的 に 成長 する 準備 が 出来 て いま 
す 。 そ れ ど ころ か 、 イ スラ ー ム は その 発展 する 可能 性 に お い 
て 、 他 の 似 た よう な いか な る シス テム より も 優れ て いる 、 と 
言う こと すら 可能 か も し れ ま せん 。 し か し 問題 は 手段 自体 の 
欠陥 、 つ まり イス ラー ム と いう 宗教 の 可能 性 に ある の で は な 
く 、 む し ろ そ れ を 利用 する 側 の 体質 や 展望 に お ける 欠陥 に あ 
る の で す 。 私 は 、 イ スラ ー ム が 成功 の た め に 要求 され る 全て 
の 要素 を 有 し て いる と 断定 出来 る 、 と 感じ て いま す 。”" 」 


イス ラー ム と は 何と 偉大 な 宗教 で し ょ うか ! イス ラー ム は 人 生 
和 お いて 、 人 間 に 関 する 全て の 事柄 を 組織 立っ た 

する 指針 を 与え て ぐれ る の で すず す 。 全 ムスリム は この よう な 
HE だ 
ん 。 そ し て 他 の 人 々 の こと も その 人 生 を 議 歌 する こと が 出来 る よ 
の 、 そこ へ と いさ な の 人 べき な の で す 。 




























































































また ムスリム で は な い 人 々 は 、 全 て の 先入観 を 捨て て 、 イ スラ 
ー ム を 学ぶ 必要 が あり ます 。 彼ら は その 美 点 と 美徳 、 bd 
じ k 側 面 だ つの いで 知る べき な の で す 。 イス ラー みこ そ は 入 
へ と いざ な い 、 和 社会 か ら 全 人 GO そ と 
人 々 が 直面 し て いる 問題 に 対す る 答え が ある の で す 。 の 
題 は 、 多 く の ム スリ ム が その 教え を 実践 せ すず 、 了 堅持 し て いな い 
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こと に あり ます 。 彼ら は むし ろ 自 分 た ちの 思い つき や 私欲 な ど に 
従い 、 他 人 を 騙し て も 自ら の 物質 的 な 個人 的 利益 を 得 よ うと し て 
いる の で す 。 
























































Ok oalz ghs 員 よみ Sa ニー 
の 4 た 中 た る ao JNNA な 2 中 Aa 
全て の 讃 美 は 万 有 の 主 ア ッ ラ ー に こそ あり 。 
そし て アッ ラー が その 使徒 の 蒼 れ を 称揚 され 、 彼 と その 系 譜 と 
教 友 た ち を あら ゆる 中 傷 や 汚名 か ら お 守り 下さ いま す よ 2。 
































イス ラー ム に 関す る 更 な る 情報 を お 求め の 方 は 、 ど う ぞ 下記 の 
アド レス まで ご 連絡 下さ い 。 
1) Email アド レス : 


1slamlandiapan@gmal.com 


また 以下 の サイ ト も ご 参照 下さ い : 





ト う 
ュ ン 
。 


http://www.islamland.com http://www.sultan.org 
http://www.thekeytoislam.com http://www.pbuh.us 
http:/ が www.islamhouse.com http://islam-guide.com 
http:/ が www.womeninislam.ws http:/ が yww.godnames.org 
http:/ が www.thisistruth.org 


SW M MV M 
CAC 


2 だ 
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